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まえがき

明治学院歴史資料館　館長　辻　泰一郎

　明治学院歴史資料館資料集第６集をお届けします。今回は、明治学院

の創設に深く関係のある宣教師たちの記録及び小伝を、翻訳と原文とで

紹介することにしました。史料の説明については「あとがき」で訳者が

述べるはずですので、詳細はそちらに譲りますが、初期来日宣教師研究

のために必要不可欠な史料を今回初めて全訳したことの意義は大きいと

思われます。

　今年 2009 年は 1859 年にヘボン、ブラウン、フルベッキが来日し宣教

活動を開始してから 150 周年の記念すべき年にあたります。このような

年に辻直人氏の翻訳による宣教師史料が出版できますことは、時宜を得

たものと言えましょう。

　現在、明治学院では 2013 年の開学 150 周年の節目に向けて、『明治

学院百五十年史』（仮称）の編纂作業を進めています。これまでの明治

学院は年史を五十年史、八十年史、九十年史、百年史と編纂してまい

りましたが、これらはいずれも 1877 年の東京一致神学校の開校を起源

としていました。しかし、井深梶之助が言うように、明治学院の源流

は 1863 年のヘボン塾まで遡ると考えて、『明治学院百五十年史』を編纂

しています。今回の資料集でご紹介します初期来日宣教師であるヘボ

ン、ブラウン、フルベッキ、J.H. バラたちは開国間もない日本で様々な

苦労をしながら、日本人という隣人のために尽してきた、いわば近代日

本の恩人のような人たちです。この前者 3人の小伝は、ちょうど百年前

の 1909 年に開かれた宣教師協議会で後輩宣教師たちが回想したもの、

J.H. バラの「回想」は自分自身の半生を振り返ったものです。是非ご一

読くださり、当時の宣教師たちの人生に思いを馳せていただければ幸い

です。

　また、本資料集には改革教会宣教師アメルマンによる幕末から明治初



期にかけての宣教報告も掲載しました。併せてお読みいただき、当時の

様子を知る手がかりにしていただければと思います。

　今回の史料翻訳は、歴史資料館研究員の辻直人氏に担当していただき

ました。辻氏は 2001 年度より当歴史資料館の研究調査員を務められ、

2006 年には東京大学の教育学博士号を取得されました。2008 年４月か

らは石川県金沢市にある北陸学院大学短期大学部准教授として金沢へ移

られましたが、引き続き研究員という形で明治学院歴史資料館の活動に

関わっていただいております。また『明治学院百五十年史』編集委員

や『キリスト教学校教育同盟百年史』の編纂委員も務めておられます。

辻直人氏が教育や研究・編集委員等、ご多忙の中宣教師関係史料の翻訳

を続けられたご労苦に対し深く感謝いたします。

　また、本資料集の刊行は、いつもながら、歴史資料館の職員の方々に

よる事務的作業の助力なくしては実現出来なかったと思います。この場

を借りて厚くお礼を申し上げます。

　関係各位におかれましては今後とも歴史資料館の活動をご理解いただ

き、資料提供などの点でご協力いただければ幸甚です。
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　凡例

１．本翻訳の底本はBiographical Sketches（明治学院大学図書館所蔵）

である。

２．訳注は各小伝の本文末に付し、原注は脚注とした。

３．本文中の聖書引用は、原則として新共同訳を用いた。ただし、文脈

に応じて訳を変更した箇所もある。

４．聖書引用箇所が原文中に記されている場合はそのまま翻訳文中に挿

入したが、原文に箇所の記載がなく訳者が独自に調べた場合は、全

て訳注として本文末に記載した。

５． China については、時期的に考えれば正確には「清」と訳すべきと

ころだが、訳としては今回は「中国」に統一した。また、Chinese

についても同様に「中国語」と訳した。

６．原文になく翻訳上補足した箇所については [　] で記した。原文で著

者が挿入した括弧書きは（　）とした。
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J.L. アメルマン著　
辻　直人訳　

日本宣教の概観

米国改革教会の日本宣教
　外国人が日本で居住する権利は、1858 年の条約によって保障されま

した。即座に 3つのアメリカ教会によって、この国に宣教の拠点を置

く措置が取られ、1859 年末にこれらの教会から宣教師が到着しました。

改革教会宣教師からは、ギドー・F・フルベッキ博士が長崎に、サミュ

エル・R・ブラウン博士とD.B. シモンズ博士は神奈川（横浜）に居住し

ました。シモンズ博士は翌年ミッションから撤退しましたが、ジェーム

ス・H・バラ博士が 1861 年より神奈川に住むようになりました。

初期の出来事
　開国間もない日本では、キリスト教を教える機会はほとんどありませ

んでした。人々は外国人に警戒心を持っていましたし、［宗教上の］説

教は許されていませんでした。キリスト教は嫌われ、幕府の布告により

人々はそれを受け入れることを禁じられていました。従わなかった臣民

には、残忍な懲罰が課されました。このような状況に加えて、［宣教師

たちの］日本語の能力もなく日本的思考に対しても無理解な状態は、宣

教活動を妨げる大きな障壁となりました。よって、初期の数年間は、日

本語を習得し、また政府及び民衆から、宗教と宣教師たちの活動に対し

て信頼を勝ち得ることが主たる目的でした。最初の数年間には、後の時

代には余り知られていない危険や困難も多々あって、この時期の宣教師

たちの経験は非常に苦しみの多いものでした。しかし、主は彼らの助け
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手となられ、試みから脱出させただけでなく、彼ら及び本土の教会に、

この主のブドウ園には将来の可能性が間違なくあることを示してくださ

いました。早い段階から、個別に訪ねて来て宣教師の家で聖書の学びを

受ける者もいました。宣教師への信頼が徐々に高まって、厳格だった幕

府の布告の運用が緩んだ頃に、人々が集まって聖書を学ぶ小さなクラス

ができました。最初の洗礼は 1864 年に行われ（１）、1866 年には 2人が受

洗しました。1883 年に大阪での宣教師会議で「日本プロテスタント伝

道史」について講演したフルベッキ博士は、この時代のことを「準備と

見込みの時期」あるいは「学びと種蒔きの時期が終わりに近付いて収穫

の喜びを待つだけとなった時期」と呼んでいます。

聖書翻訳
　他の初期来日宣教師と同様、改革教会宣教師たちは聖書翻訳への何ら

かの挑戦を試みましたが、この初期作業の成果は全く公に刊行されませ

んでした。当時はキリスト教に関する文書の出版や翻訳作業を手伝って

くれる日本人を見つけるのが困難でした。幕府のキリスト教への態度が

厳しかったため、人々は自らの自由や命でさえも危険を覚悟の上で、そ

のような作業を引き受けなければならなかったからです。

　1865 ～ 66 年にブラウン博士は新約聖書のいくつかの箇所の翻訳にと

りかかっていましたが、全ての原稿（２）が 1867 年に起きた自宅火災の

ために焼失してしまいました。1867 年、バラ氏は幾人かと「マタイに

よる福音書」の最初の草稿作成にとりかかりました。この翻訳は改訂さ

れた後 1873 年に刊行されました。その間、ブラウン博士は 1872 年に出

版されたマルコ伝及びヨハネ伝の改訳を手伝っています。これ以降、聖

書やその他キリスト教書籍の出版を行うにあたっては大きな困難もなく

なりました。キリスト教禁教に関する高札も撤去されました。政府は禁

教令を取りやめたわけではなかったのですが、キリスト教の拡大や出版

に関しては結局黙認していました。

日本宣教の概観
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　聖書翻訳の組織的取り組みは 1872 年の宣教師会議（３）における決議

によって始められ、翻訳委員会はまず新約聖書の翻訳にとりかかること

としました。ブラウン博士は丸 5年の間、ほとんど全精力をこの翻訳委

員会の事業につぎこみました。ところがあと少しで完成という時に健康

を害して作業を中断しアメリカへ帰郷、1880 年に現地で召天しました。

1869 年にはフルベッキ博士が長崎を離れて日本政府で働くことになり

ました。1879 年には再び宣教活動に加わり、1878 年の宣教師会議で決

まった旧約聖書翻訳委員会の活動や、その後の聖書全体の改訳事業に大

きな力を注ぎました。聖書全体の翻訳の完成が祝われたのは 1888 年 2

月のことでした。

最初のキリスト教会
　最初のキリスト教会が組織される道筋は、宣教師たちの長きに渡る信

仰に満ちた働きによって、個人的にあるいはクラスで学んだ数人の者と

共に整えられていきました。まず組織された集会は、一連の祈祷会でし

た（４）。「1872 年 1 月、横浜の宣教師たちと英語を話す教派を超えた人た

ちが祈祷週間の遵守のために 1つに集まりました。宣教師に個人的な教

えを受けていた日本人生徒の何人かは好奇心から、あるいは自分たちの

教師を喜ばすために、また何人かはおそらく本当にキリスト教に興味を

持って参加していました。祈祷会では使徒言行録を毎日読み進めること

となりました。日本人参加者が礼拝中よく理解できるように、その日の

聖書箇所は即座に日本語に訳されました。集会は関心の高まりと共に成

長し、2月の終わりまで毎週続けられました。数週間の後、日本人たち

が非常に感情的に動かされ、涙を流しながら、神が聖霊を日本に、初期

の教会と使徒たちの周りにいる人たちに与えられるようにと、この国の

歴史上初めてひざまずいて祈りました。これらの祈りは彼らの激しい真

剣さによって生み出されたものでありました」（J.M. フェリス博士の講

演、マイルドメイ会議にて、1878 年 10 月。大阪会議記録、52 頁より）。

01-宣教概観.indd   Sec1:3 2009/06/12   8:50:44



4

これらの祈祷会から生まれた直接の成果として、1872 年 3 月 10 日に横

浜で教会が組織されました。この教会は、その日に洗礼を受けたばかり

の 9人の若者と、既に洗礼を受けていた中年男性 2人によって構成され

ました。教会員たちは自分たちの呼び名をカトリック風に「日本基督公

会」としました。これが先ほどの冒頭部分で言及した喜ばしい収穫の日

であり、後に続くこの国のキリスト教伝道史において繰り返し見受けら

れる日々の第一歩となりました。

　現在は海岸教会の名で知られているこの教会は、ほとんど途切れるこ

となく霊的な繁栄を続けました。そしてこれを書いている時点（1889年）

で、会員数は 583 人の成人と 38 人の子どもとなっています。彼らの大

半は同教会のメンバーですが、他の教会形成の中心にもなりました。ま

た彼らは宣教活動を維持しながら、自分たちのサポートや慈善活動に 1

年間貢献しました。その額は 1,000 米ドル金に相当します。

　バラ氏はこの教会の臨時牧師を数年務めました。そして彼の指導と努

力により、同教会は日本で初めての教会堂を建てた教会となりました。

これはレンガ製で、約 500 人分の席があります。1875 年 7 月 10 日に献

堂されました。（サンドウィッチ島（５）の土着クリスチャンによる 1,000

ドルの献金はこの会堂建築のために用いられました。）

一致キリスト教会
　それぞれの宣教団は異なる教会組織からの派遣ではありますが、かな

り初期の段階から、日本に 1つの教会を共同して設立しようと強く切望

されていました。その教会は他の国のいかなる教会とも組織的なつなが

りを持つべきでないと考えられました。この問題については 1872 年の

宣教師会議で熱心に話し合われ、教会が適当な時が来た時に 1つの組織

となるために、形成されるべき教会組織は類似性のあるものにしようと

する方針が取られました。しかしながら、1876 年に至るまでは明確な

動きはなく、結果的に、長老制をひく諸教会が合同することで 1つの協

日本宣教の概観
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議会を作ることとなりました。これらのミッションとはすなわち、アメ

リカ改革教会、米国（北）長老教会、そしてスコットランド一致長老教

会のことです。この段階での合同の目的は 2つありました。すなわち、

日本人教会の育成と神学校の維持のためです。その他の事項について

は、各ミッションは別々の活動を続けていました。

　これらのミッションの世話によって作られた教会は 「日本基督一致教

会」と呼ばれるようにました。教義基準はウェストミンスター信仰告白

とショーター教理問答、ハイデルベルグ教理問答、ドルト信条です。教

会の政治形態は厳格に長老制を採用しています。最初から、この合同の

成功は確信されていました。それは教会の急速な成長によって証明され

ています。組織された 1877 年 10 月 3 日の時点で、 8 つの教会と 623 人

の教会員が存在しました。これらは 1つの中会に合同されました。1881 

年までに、教会数は大幅に増加したので、彼らの活動の指導、教職候補

者への資格付与のための試験と任命、その他教会にまつわる事業などは

より多くの時間と労力を必要とするようになり、1つの中会で都合のよ

い具合には担えなくなりました。教会のいくつかは拠点からは遠く離れ

た場所にあったため、1年のうちに 2つの定期的な集会に参加するにも

移動に多くの時間が費やされて、大きな重荷でした。そのため、今年よ

り当初の中会は 3つに分断され、大会は教会憲章が制定されると共に組

織されました。

　1885 年に米国（南）長老教会ミッション（６）が、1886 年に合衆国改革

教会ミッション（７）が協議会に加わりました。1886 年、新たに 2つの中

会が組織されました。米国婦人一致伝道協会（８）は一致宣教協議会の会

員ではありませんが、一致教会には当初から協力的で、共感と労苦を惜

しまず、成功的発展に少なからず貢献したことを述べておくべきでしょ

う。 

　昨年末に公表された統計によれば、一致教会には現在のところ大会が

1つ、中会が 5つ、61 の教会、それに 8,690 人の教会員で構成され、う
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日本宣教の概観

ち 7,551 人が成人信者です。また昨年教会維持や宣教活動などのために

捧げられた献金額は 15,000 米ドル金を超えました。添付されている地

図（９）をご覧いただければ、国中の如何に広い地域まで教会が散在して

いるか、お分かりになるでしょう。

宣教活動
　我々のミッションによる組織的な宣教活動は、1875 年に日本人キリ

スト者の協力と共に始められました。外国人が旅行できる範囲は条約で

狭い地域に限られており、この条約規程は深刻な障壁でした。しかし、

機会を見つけては、［宣教］活動を続けました。成功の度合いや結果の

出る速さは地域によって大きく異なります。しかし、何処においてもあ

る程度の成功を見出すことができます。すぐに各ステーションが設立さ

れ、全国各地に教会が組織されました。

　後に、協力し合っているミッション同士が統合して、宣教委員会の指

揮の下で大きな宣教活動となりました。この委員会は協議会によって選

ばれ、 幾人かの宣教師と多くの日本人牧師と長老たちが含まれていまし

た。委員会が開かれる東京から遠く離れているという理由で、活動のい

くつかの重要な部分は同委員会の下では行えませんでした。長崎を中心

に行われていた全ての活動がそのケースでした。同委員会は活動を 2年

ほど続けましたが、その活動の指導や責任において、宣教師と日本人信

徒たちの協力が極めて有益であることが分かり、このことが一致教会の

発展に大きな前進への道筋をもたらしました。 

　この前進は 1886 年、すなわち大会が伝道局を組織し、それぞれの中

会における伝道委員の任命を指導した年に起こりました。教会の宣教活

動及びミッションによる宣教活動の大部分は、現在まで続けられていま

す。伝道局および各伝道委員会の半分のメンバーは外国人で、残り半分

は日本人です。 諸教会は伝道局に毎月献金しようと熱心に活動してい

ます。協議会とつながりのあるミッションは、3倍の量でこれらの献金

01-宣教概観.indd   Sec1:6 2009/06/12   8:50:45



7

を満たしています。伝道局は中会伝道委員に年間の割り当て金を、月々

の分割払いで支払っていて、委員たちはそれぞれの活動を自分たちの負

える範囲内で指導しています。この方法は試行期間を経て実施に移され

ました。委員たちの仕事は寄附によって可能な限り早く拡大されたので、

ミッションはそれぞれの宣教活動を各委員の管理下へと手渡しました。

委員たちは定期的に集まり彼らの雇っている聖職者や伝道者からの報告

を受けたり、困難なケースを解決したり、人気のある「講義集会」や特

別伝道集会を準備したり、彼らの活動がより効果的に遂行できるような

方法や手段を工夫したりしています。このような試みの中でも、特に顕

著な利点と考えられる点は以下の通りです。すなわち、外国人と日本人

が同時期に一緒に働くこと。教会の活動におけるリーダーたちがお互い

のことをずっと深く理解し信頼していること。地域の様子をよりよく理

解していること。不足している点がより容易にまた素早く補われるこ

と。外国人宣教師だけよりも日本人協力者たちの方がより完全に地域を

指導していること。そして、教会がこの国の福音化のための働きを支え

管理していくために教育されていることです。

  ミッションによる宣教活動のうちのいくつかは、伝道局とこれらの伝

道委員の管轄に移されないで行われていました。例えば、上田、名古屋、

三島、保田と近隣地域での活動がそれに当ります。これら全ての場所に

教会はあるものの、そのいくつかは異様な困難に直面しています。この

ような理由から、それらは現時点ではミッションの指導下に置くのが一

番であると考えられています。 東京から北へ 360 マイル離れた盛岡で

は、1887 年に新しいステーションが開設され、ミラー氏がその場所を

担当するため昨年転居しました。すなわち、教会自体が宣教活動に力の

続く限り関わるように、励ましを受けたり教育されたりしてはいますが、

ミッションの様々な活動の範囲はもはや規制されていません。
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横浜及び東京での教育活動
　日本においてキリスト教の活動が始まった当初は、宣教師たちは官立

学校において教師を務めることも多い状況でした。フルベッキ博士は長

崎で数年教師を務め、東京に移ってからは帝国大学の設置に関する政府

の信頼された助言者となり、同校における最初の監督者（10）となりまし

た。ブラウン博士も新潟の官立学校で 1年教え、その後横浜に戻ってか

らは彼のもとで若者のクラスを開きました。彼らの何人かは、一致教会

の最も信頼された聖職者や、他教派宣教師の貴重な助手となりました。

このクラスの世話はその後数人のミッション・メンバーによって担当さ

れ、1877 年には一致神学校という組織となって東京へと移転しました。

その後 1年間は横浜で男子のための学校を続けようという努力がなされ

ましたが、改革教会外国伝道局から学校を維持するための十分な供給が

なかったために、失敗しました。マーティン・N・ワイコフ教授は 1881

年に来日し、先志学校として知られる学校を設立しました。この学校は

よく維持されて成功しました。同校は 2年後に東京に移転し、米国長老

教会の築地大学校と統合して、ユニオン・カレッジ（11）となりました。

　1877 年に 3 教派の協力によって一致神学校が作られました（5頁［4

行目］を見よ）。同校は3教派から1人ずつ選ばれた代表者たちによって、

9年続きました。

明治学院
　1886 年、これらのミッションによる教育活動は、更なる統合へと向

かい、明治学院として知られる学校機関へと発展しました。「明治」と

は現天皇の時代を指す名前で「啓蒙された統治」を意味します。「学院」

とは「学びの場」の意味です。この機関においては、ユニオン・カレッ

ジは普通学部となり、一致神学校は邦語神学部となりました。当初は神

学とその他の特別講義を英語で行う特別な学部が、普通学部卒業生のた

めに設けられていましたが、 3年間の経験で得られた叡智を集めた結果、
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この計画は最近変更され、現在の明治学院には 2つの学部しかありませ

ん。すなわち、普通学部と神学部です。普通学部における教育は大部分

英語で行われています。神学部における教育は英語か日本語のいずれか

で、教授の裁量で決められ行われています。普通学部を卒業して神学部

学生になった者、東京在住の聖職に就いた者、その他適当と認められた

者のために、卒業後の選択コースが提供されています。

  明治学院の目的は生徒にキリスト教の影響下で完全なる教育を施すこ

とであり、特に若い人たちをキリスト教の聖職者として訓練することで

す。ヘブライ語は教えられておらず、ギリシャ語教育も初歩的な内容し

か教えられていませんが、これらの学習以外の点では、神学部のカリキ

ュラムは本国の神学校と大して変わりません。

　教授会は理事会内に置かれ、7人の外国人と 7人の日本人より構成さ

れています。直接の運営は全ての教授を含む教師陣の指示下で行われて

います。彼らは理事会によって任命されます。我々のミッションから教

員として加わっているのは、普通学部のワイコフ教授とハリス教授、そ

して神学部のアメルマン博士です。

　普通学部の教室がある校舎は、ニューヨーク市の G.A. サンダム夫人

からの寄附によるものです。外国人居留地の不動産の一部が E. ローゼ

イ・ミラー宣教師によって寄附され、その売却益はチャペルの建設に使

われる予定です。

　今年度の学生については以下のようにクラス分けされています。

　　神学部

　　　上級クラス　 　　　　4

　　　中級クラス　　　　　21

　　　初級クラス　　　　　17

　　　　　　　　　計　　　42

　　特別学生　　　　　　　 2

　　普通学部
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　　　4年クラス　　　　　 15

　　　3年クラス　　　　　 18

　　　2年クラス　　　　　36

　　　新入生クラス　　　　45

　　　予科　クラスA　　　55

　　　　　　　　　 B　　　22

　　　　　　　　　 C    　  23

　　　　　　　　　計　　 214

　　　　　　　　合計　　 258

このうち 154 人がキリスト者。

　現在 , 伝道者養成科課程を作る計画を進めています。伝道師として成

功するであろう有望な青年たちがいますが、年齢やいくつかの障壁のた

めに、神学学習の課程を全て成し遂げることができない者もいます。彼

らのために研究と実用的活動のための 2年コースが開設され、神学部の

教授陣や幾人かの東京の牧師たちによって指導がなされることになるで

しょう。

フェリス・セミナリー
　1870 年にメアリー・E・キダーが横浜で 4人の生徒に教え始め、間も

なく港湾の役人（12）を後援者にして日中の女学校を開校しました。数人

の生徒が転校してきて、学校は全体的に満足のいくものでした。1872

年の終わりまでに、生徒の数は 22 人となりました。しかし宣教的観点

から見た時に、完全に成功した昼間の学校を作ることは不可能に思えま

した。多くの生徒の両親は近隣に住んではいてもほんの短い間しかおら

ず、この期間においても生徒たちは 1日のうちの部分的にしか学校にい

られなかったのです。なので、彼女等の中にキリスト教の影響が長く残

るというような望みはほとんどありませんでした。全寮制学校が必要だ
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ったのです。その後しばらくして、横浜居留地の広い土地を 1874 年に

賃貸できるようになり、そこに校舎が建てられました。キダー女史は

1873 年 7 月に E. ローゼイ・ミラー宣教師と結婚し、それ以降、同校は

彼女の夫の協力によって運営されました。この学校に関する初期の歴史

についての興味深い報告は、『米国改革教会宣教手引』で見ることがで

きるでしょう。

　休暇のためアメリカへ 1879 年に帰国したミラー夫妻は学校の世話を

E.C. ウィットベック女史に委ねました。1881 年にウィットベック女史

はアメリカへ帰国し、代わりに長崎より健康診断のために横浜に来てい

たユージン・S・ブース宣教師がミッションの要請で、同校の世話をす

ることになりました。1881 年以前は、常に出席している生徒の数は 40

人を越えることはありませんでしたが、女性教育への日本人の要求が急

速に成長することで学校の影響力を増す機会は広がりました。1882 年

に校舎の拡張によって生徒の収容人数が増えたことも手伝って、生徒数

はすぐに 100 人を超えました。ブースは 1886 年にアメリカへ帰国した

際、教育活動を更に広げる希望を本土の教会に伝えたところ、隣接する

土地の購入のため、また新たな建物の建設のための費用が与えられまし

た。新しい建物であるヴァン・スカイック・ホールは近く完成予定です。

このように、学校には必要とされていたチャペル、新たな教室、寄宿舎

が作られ、まもなく 200 人ほどの学生が収容可能となります。 学校の

レベルはかつて望まれていたよりも高いものとなり、ミッションの指導

する他のいかなる女学校とも引けをとらないほどになりました。

　ミッション・メンバーのうちフェリス・セミナリーに関わっている者

はユージン・S・ブース宣教師夫妻、M・リラ・ウィン女史、アンナ・

タムソン女史、とメリー・デヨー女史です。

　生徒は以下のようにクラス分けされています。

　　高等科

　　　2年　　　　　　 1
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　　　1年　　　　　 　 2

　　　　　　　　計　    3

　　本科

　　　A クラス    　　  4

　　　B クラス    　 　 4

　　　C クラス    　　 11

　　　D クラス  　　  29

　　　　　　　　計    　48

　　予科

　　　2年　　    　     35

　　　1年　      　      35

　　　　　　　　計     70

　　　　合計　　　    121

このうち 51 人がクリスチャン

長崎での教育活動
　1869 年、ヘンリー・スタウト宣教師はフルベッキ博士が東京に移る

直前に、長崎に到着しました。その後 3年以上は官立学校での教育にあ

たっていました。その後、直接宣教活動に取り組める機運が感じられる

ようになったので、官立学校での仕事には終止符を打ち、宣教師館に男

子のための教室を開きました。聖書を主たるテキストとして英語で行わ

れる教育は、若い男子に参加の意欲を掻き立てました。スタウト夫人は

1873 年に、やはり宣教師館で女子のための学校を始めました。生徒は

間もなくして多くなり、教室に入りきらないほど集まりました。そのた

め、どちらの学校も地元の町中へと引っ越すことにしました。数週間の

うちに、50 人の女性と 30 人の男性が集うようになりました。しかしな

がら、聖書をテキストに用いていたことが問題となって、日本人支援者

［保護者］たちが学校を閉鎖へと追いやりました。教育活動は宣教師館
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で再開されました。後に、キリスト者外国人の厚意によって、校舎がミ

ッションの所有地に建てられ、学校もそこに移動しました。

　この時から 1886 年までの間、教育活動は男女ともに希望と失望の間

で揺れ動きながら続けられました。1875 年の末にかけて、ウォルフ宣

教師が男子校の世話をするように調整されていましたが、数ヶ月後に彼

はミッションを去ってしまいました。1881 年にブース宣教師が男子校

を開設し、スタウトは 4人の学生がいる神学クラスを教え始めました。

このうち 2人は現在最も影響力のある教職者となっています。ブース

が同年末に横浜へ異動したため、 全ての活動は以前のように山積みにさ

れてしまいました。1884 年、ハリス宣教師が活動を引き継ぎましたが、

彼も東京へ移ったため、活動はデマレスト宣教師に引き継がれることと

なりました。彼は他の仕事の傍ら、空き時間を利用して取り組みました。

スティール記念学校
　一方、改革教会外国伝道局はウィリアム・Ｈ・スティール・ジュニア

記念学校設立のための寄附を局長より受け取りました。その寄附により、

1886 年に来日したアルバート・オルトマンス宣教師とその夫人の指揮

下で、ミッションによる長崎での男子のための教育活動は成功の軌跡を

歩み始め、現在に至っています。1886 年 10 月の段階で、19 人の学生が

在籍していましたが、翌年の夏前に学生数は 40 人に増えました。適切

な場所が既に選ばれ、教室と寄宿舎用の建物建設が始まりました。これ

らは 1887 年秋に正式に開設されました。体育館も新設されて、人目を

引きつける魅力的な施設となりました。同校には現在予科と普通学部の

2つの学部が設置されています。前者は 2年制課程で現在 54 人の学生

がいます。後者は 4年制課程で、35 人の在学生がいます。これら学生

のうち 25 人がクリスチャンです。同校は下宿者 60 人分の自前の宿泊施

設を有していますが、現在 70 人もの学生で混み合っています。

　普通学部における教育内容は英語、日本語、中国語、算術、その他一
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般英語を使用した地理と生理学が設けられています。全ての学生に対し

て毎日聖書の講義があり、週 1回歌唱の授業もあります。神学を教える

クラスは、日本人教職者と協力して行われています。［開学］当初から

いた学生 13 人のうち 4人が卒業しました。昨年の学生数は 6人です。

神学、宗教史・教会史、聖書、説教学そして歌唱の教育がなされていま

す。学科課程は 3年に延長されました。神学クラスとスティール記念学

校は同じ教師陣によって担われています。すなわち、ヘンリー・スタウ

ト宣教師、アルバート・オルトマンス宣教師、H.V.S. ピーク氏、そして

何人かの日本人教師です。

スタージス・セミナリー
　ファーリントン姉妹は 1878 年に長崎に派遣され、女子クラスを教え

始めました。この活動は学校の中核となるべきことが期待されていまし

た。しかし病のために仕事の中断を余儀なくされ、翌年アメリカへ帰国

しました。かつてはスタウト夫人が時間と体力の許す限り、集まってき

たそのような女子たちをできるだけ教えていましたが、姉妹の帰国後は

学校再建のための新たな女性宣教師が本国から派遣されることを期待し

ながら、再び夫人が小さなクラスを教えました。期待された人材が派遣

されるまで数年を要しましたが、新たな宣教師たちが日本語を学ぶ必要

があったため、小規模クラスでの教育以外の活動が始まるまで更に数年

かかりました。1887 年にジョナサン・スタージス・セミナリーの校舎

が完成し、9月に 7 人の生徒と共に開学しました。一学期が終わる 12

月には、定期的に出席していたのは 17 人になりました。昨年末には、

26 人の生徒がおり、うち 20 人が寄宿生です。彼女たちの 9人はクリス

チャンで、 6 人が洗礼を希望しています。 授業は、日常英語を用いた科

目、日本語、中国語、音楽と裁縫が行われています。聖書の授業も毎日

行われています。学校を世話しているのはメリー ･E･ ブロカウ女史と

レベッカ ･アーヴィン女史です。
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女性のための活動
　フェリスとスタージス両セミナリーに関わった女性は、時と機会が許

せば生徒の家族にも同様の活動をしています。ウィン女史もまた、毎週

土曜に、横浜から数マイル離れた横須賀へ蒸気船で渡り、海軍士官の妻

や娘たちを中心に構成されている大きなクラスで聖書を教えています。

その活動をより効果的にするために、彼女は生徒たちに最近洋食調理の

クラスを始めました。

　我々宣教師の妻たちには、ぶらぶら遊んでいる暇などありません。彼

女たちも可能な限り聖書や裁縫、英語のクラスを受け持ち、居住してい

る地域にあるいくつかの教会や学校とも大抵関わりを持ってきました。

しかしながら、伝道局の管轄で組織され実行されている女性の活動は、

大部分が横浜のフェリス・セミナリーと長崎のスタージス・セミナリー

に限られています。

出版物
　いくつかのトラクト［伝道用配布物］がミッションのメンバーによっ

て作られました。その数は正確には数えられません。そのうちのいく

つかは彼らが使用する目的で作られただけなので、 再発行されていませ

ん。他のトラクトはクリスチャン伝道者たちによって、全国で継続して

用いられています。2万部から 4万部も発行されたものもあります。ミ

ッションは日本のキリスト教雑誌に説教、記事、その他の投稿をして、

よく登場しています。

　その他に、フルベッキ博士が政府に雇われていた時に書いた本、ミッ

ションによって出版された書物、あるいはミッション・メンバーの著作

で出版社によって刊行された書物は、以下の通りです。

　ブラウン博士による著作『会話日本語』（13）（1863 年刊）と続刊の『語

学修得法』。日本語学習のための書物です。前者は 2版されています。

　フルベッキ博士による論文「日本語習得の最良方法」と「日本語動詞
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活用の概要」

　バラ氏監修による『子どもの教理問答』、現在 3版

　『ハイデルベルグ教理問答』の翻訳は何人かのミッション・メンバー

の共訳

　アメルマン博士監修による『赤子のミルク』と口語『マルコによる福

音書』の翻訳

　ミラー氏による翻訳『アメリカ改革教会典礼書』

　スタウト氏による『宗教史手引』と『教会史』全 2巻。これらの多く

の部分は S.M. ウッドブリッジ神学博士の講義の翻訳です。

　デマレスト氏の監修翻訳でウッドブリッジ博士の『組織神学』

　アメルマン博士による『新約聖書神学』、これはヴァン・ウスタージ

ー博士の著作を基に書かれたもので現在 2版、 『組織神学入門』、『有神

論』2版、『神性論』、『神之定旨』、『天地創造論』、『人性論』、『救拯論』、

ウッドブリッジ博士の小論『教会政治』に関する翻訳

　1881 年以来、ミラー氏は『喜の音』を編集出版してきました。これ

は 14 ページからなる月刊誌ですが、ここ何年かはイラストの入りのリ

ーフレットも作られています。現時点での月間発行部数は 3,300 部で、

リーフレットは 2,800 部発行しています。

　何年か前に、ミッションからはアメリカ・トラクト協会出版委員会の

東日本委員会の代表として 2人加わっており、同委員会の多くの仕事を

担いました。この 1年間、この委員会が刊行した書物の部数は以下の通

りです。

書籍     　　                　　　  　   4,283

トラクト                   　　　       171,774

これらトラクトの総ページ　　   1,565,481

新たなミッション
　今年中に、ミッションの長崎ステーションは別のミッションを作るこ
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ととなりました。したがってアメリカ改革教会は日本において、2つの

別々のミッションを維持することとなりました。

提案された合同
　現在、「日本基督一致教会」と「日本組合基督教会」の合同が提案さ

れています。このことが公表されてから 2年ほど経ちますが、この合同

は強く望まれています。あと数週間のうちに合同は完了するでしょう。

私たちは期待し、祈っています。この提案された合同の主たる利点は 2

つあります。第 1に、この国の主要な街において互いに争うのでなく協

力し合い、それぞれが別々に行動するよりも 1つで行動することができ

ます。第 2に、全ての人々に福音を伝えるために、より大規模で効果的

な計画を立てることができます。

結論
　30 年にも及ぶアメリカ改革教会日本ミッションによるキリストと諸

教会のための活動を、この小論で十分に描くことは困難です。これはあ

る世代の一代記のようなものでありますが、神がこの世代やその他の媒

介を通してこの国にもたらした、これほどまでの変化を証言できる世代

があるでしょうか？この国でのキリスト教に対する激しい敵意は薄れ、

あらゆる町や村で自由に宣教し民衆も耳を傾けることができるように主

は変えてくださいました。無知の暗闇は文明の発展と神の真理の光によ

って消え去っています。キリスト教信仰への回心者に対して死刑を処し

ていた政府は、今では信教の完全なる自由を全ての臣民に宣言しまし

た。そして上述したいくつかの出版物は、 政府刊行物として印刷されて

います。十数年前までは、この国にキリスト教会は存在しませんでした。

しかし現在、教会の数は 250 を下りません。そしてこれらのうちおよそ

100 の教会は、 全く自主的に運営されています。 教会全体の教会員は

年々増加し、3年間で 2倍の人数になっています。1883 年 1 月 1 日の時
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点では、成人で信仰を告白した信者の総数は 4,400 人以下でした。です

が 1888 年の 1 年間だけで、7,000 人近くの成人が洗礼を受け、（子ども

も含めて）同年末時点での総教会員数は 25,000 人以上になりました。

　働きはまだ終っていません。日本の人口は 3,800 万人います。危険が

全くなくなったわけではなく、困難が全て克服されたわけではありませ

んが、20 年前と比べると、かつての危険や困難は真実でなかったかの

ようであり、大したことではなかったかのように考えられるようになり

ました。本国の教会での祈りと献金は以前と同様に現在も必要とされて

います。我々はもっと働き手が必要です。1886 年、私たちは多大な補

助をお願いしましたが、未だ何も届けられていません。私たちは補助を

期待していいのでしょうか？これまでの働きに対する神の祝福に励まさ

れた教会は、これからなされようとしている働きのために、私たちの手

と心を強めてくれるでしょうか？

　現在、宣教師の活動には 3つの要素があります。すなわち宣教活動、

キリスト教教育、キリスト教書籍の出版です。私たちは、以下の点で教

会に祈り求めています。どうか今まで歩んできた方向へ更に進んでいけ

るよう私たちを強めてくださるように。私たちの働きのいかなる部分に

対しても中途半端な支援はしないように。私たちが今後も活動を実行し

ていくことを皆さんが徹底して支持してくださるように。そうすれば、

私たちは喜んで仕事にとりかかることでしょう。私たちは今世紀の終わ

りまでに、外国ミッションの働きが完了して、列島に住む大勢の人々が

主に立ち返ることを望んでいます。主がこの祈りに応えてくださり、御

名が崇められますように。

東京、日本、1889 年 4 月 26 日
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日本に派遣された米国改革教会宣教師
   　　　　　　　　　ミッション加入年    引退年

サミュエル・R・ブラウン博士 *とブラウン夫人　　　　      1859 年   1880 年
D.B. シモンズ博士 *とシモンズ夫人 　　　　　 　　　　　　 1859 年　1860 年
ギード・F・フルベッキ博士とフルベッキ夫人　　　　　　　1859 年　

ジェームス・H・バラ宣教師とバラ夫人　　　　　　　　　　1861 年

ヘンリー・スタウト宣教師とスタウト夫人　 　　　　　　　 1869 年

メリー・E・キダー女史（E・ローゼイ・ミラー夫人）　　　　1869 年

チャールズ・H・H・ウォルフ宣教師とウォルフ夫人　　　　 1871 年　1876 年

S.K.M. ヘッケンブルグ女史　　　　　　　　　　　　　  　　 1872 年　1874 年

エマ・C・ウィットベック女史　　　　　　　　　　　　　　1874 年　1882 年

E・ローゼイ・ミラー宣教師　　　　　　　　　　　　　　　 1875 年

ジェームス・L・アメルマン博士とアメルマン夫人　　　　　 1876 年

ハリエット・L・ウィン女史　　　　　　　　　　　　　　　 1878 年   1887 年

エリザベス・F・ファーリントン女史　　　　　　　　　　　1878 年　1879 年

マミー・J・ファーリントン女史　　　　　　　　　　　　 　1878 年　1879 年

ユージン・S・ブース宣教師とブース夫人　　　　　　　　 　1879 年

キャリー・E・バラ女史　　　　　　　　　　　　　　　　　1881 年   1885 年

マーティン・N・ワイコフ教授とワイコフ夫人　　　　　　　1881 年

M・リラ・ウィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1882 年

ネイサン・H・デマレスト宣教師とデマレスト夫人　　　　　1883 年

ハワード・ハリス宣教師とハリス夫人　　　　　　　　　　　1884 年

メリー・E・ブロカウ女史　　　　　　　　　　　　　　　　 1884 年

クララ・B・リチャーズ女史　　　　　　　　　　　　　　　1884 年   1885 年

アンナ・H・バラ女史　　　　　　　　　　　　　　　　　　1884 年　1887 年

アルバート・オルトマンス宣教師とオルトマンス夫人　　　  1886 年

アンナ・De・F・タムソン女史　　　　　　　　　　　　　　1886 年

レベッカ・L・アーヴィン女史　　　　　　　　　　　　　　 1886 年
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ハーマン・V・S・ピーク　　　　　　　　　　　　　　　　 1888 年

メリー・デヨー女史  　　　　　　　　　　　　　　 　　     1888 年

*故人   

訳注

（１） 日本で最初のプロテスタント宣教師による洗礼は 1865 年、J・H・バラによ

り矢野隆山に施されたとされている。 したがって、この記述は誤記と思われ

る。後掲の J.H. バラ「回想」注 8を参照のこと。

（２） 実際は全てではなく、一部の原稿は友人に貸してしたために災禍を免れた。

（３） 1872 年９月 20 ～ 24 日に横浜居留地 39 番のヘボン邸で開かれた最初の在

日プロテスタント宣教師たちの会議。この席上で聖書翻訳や公会主義などに

ついて話し合われた。

（４）1846 年にロンドンで万国福音同盟会創立大会が開かれたことをきっかけと

して、年頭の一週間諸教派の者同士で祈りあう初週祈祷会などが実施された。

幕末期に来日していた多くの宣教師たちはこの動きに同調し、日本でも諸派

の宣教師たちにより初週祈祷会が実施されるようになった。この動きが 1973

年に福音同盟会日本支部という形で結実する。

（５）現ハワイ諸島のこと。

（６） 金城学院などを作ったミッション。最初の来日宣教師の１人であるロバー

ト・E・マカルピンは J.H. バラの娘婿にあたる。

（７） いわゆるドイツ改革派のことで、仙台教会を中心とした宮城中会を形成し

た。学校機関としては東北学院、宮城学院、尚絅学院が関係する。

（８）横浜共立学園を設立した３人の女性宣教師、プライン、クロスビー、ピア

ソンらを派遣した宣教団体。共立とは連合一致（Union）の意味。

（９）本資料集附録巻頭に添付されている日本地図を参照のこと。

（10）フルベッキは 1869 年に長崎から上京し、同年開成学校から改称した大学南

校の教頭に 1870 年より着任している。

（11）東京一致英和学校のこと。

（12） 神奈川県令大江卓のこと。大江は 1872 年９月、野毛山（伊勢山）紅葉坂の

県官舎をキダーの教育活動のために貸し与えた。
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（13） 『日英会話篇』とも訳されるが、原題はColloquial Japanese であり、日本語

修得のことを念頭に置いたものである。近年の研究翻訳でも『会話日本語』（加

藤知己 , 倉島節尚編著、三省堂、1998 年）と訳すものもある。
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宣教師小伝
（辻直人訳）



　凡例

１．本翻訳の底本は James Lansing Amerman, Sketch of the Japan 

Mission（同志社大学人文科学研究所所蔵）である。

２．著者による括弧書き挿入は [　] と（　）の２種類あるが、翻訳では

どちらも（　) で統一した。

３．原文になく翻訳上補足した箇所については［　］で記した。
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M.N. ワイコフ著　
辻　直人訳　

ギドー ･F･ フルベッキ伝

　親愛なる皆さん、今皆さんにフルベッキ博士について語ることはなん

と名誉なことでしょう。ここで博士を語ることで、博士をよく知る方に

は改めてその思い出を蘇らせることになるでしょうし、少しばかりしか

知らない人にとっては興味深い話を新たに知っていただくことになるで

しょう。私はミッションの先輩であり誇りでもあるこの親愛なる友人に

ついて語るだけの力がないと感じています。私などよりも博士を長いこ

と知っておられる方がおいでになっていますが、その方々には他の担当

もありますので、おそらく今日はこの日本でまだ半世紀も過ごしていな

い者が博士について語る方が適しているのかもしれません。

　私が最初にフルベッキ博士にお会いしたのは 37 年前のことでした。

それは、私が日本に着いて間もない頃、博士の家にゲストとして招かれ

た時です。博士はこの時既に名の知れた存在で、恐らくこの国で最も影

響力のあった外国人だったのではないでしょうか。しかし、そんなこと

に気づいているそぶりも見せませんでした。その時から私は親しくさせ

ていただき、彼の人生の最後の 25 年間、親密な交流を深めていくこと

となりました。

　ギドー・フリドリン・フルベッキは 1830 年１月 23 日に、オランダの

ユトレヒト地方にあるツァイストで生まれました。彼の父は傑出した人

で、ギドーの生まれた時から数年間ツァイスト市長を務めていました。

ギドーは最初の教育を出生地にあるモラビアン・アカデミーで受け、そ

の後はユトレヒト工業学校の校長と個人的な学びを続けました。
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　フルベッキ博士の出生地や若き頃の人生を見れば、神はご自分の計画

に用いようとされた人々に対して、詳細な時間においてまでも準備され

ているということがはっきりと分かります。彼の両親はルター派でした

が、何らかの理由でモラヴィアン教会に出席するようになり、息子をモ

ラヴィアン学校に入れたのでした。若き頃のこうした経験が、宣教師と

して指名されるための準備をもたらしていたのです。博士は召命をアメ

リカで受けましたが、その召命は彼がオランダ生まれだったからこそで

した。私はよく博士からこのモラヴィアン学校での様子や、そこから受

けた影響について、他の人にも書き送っていたように、聞かされました。

つまり「本当の宣教師としての精神は何であるかを、私は若い頃に吸収

し、生涯持ち続けた。私は若い時に参加した宣教師の集会のことを今で

も覚えていて、宣教師の報告や演説から受けた強い印象を鮮明に思い出

す。中でも、中国への使徒ギュツラフの話は強烈だった」。

　モラヴィアン学校で受けた教育もまた、後々日本でしなければならな

かった様々な難しい仕事を行う彼に、特別な適応力と能力を授けた最善

のものでした。その教育のうちでとても重要だったのは、ドイツ語、フ

ランス語、英語、オランダ語の徹底的な学びであり、それぞれの言語は

各国の出身者によって教えられていました。こうして、少年ギドーは 4

つの言語を同じように話したり書いたりすることができるようになりま

した。フルベッキ博士が日本での最初の 25 年間とても有効に過ごせた

のは、これら４ヶ国語の完璧な知識を持っていたからで、これらの言語

はどれも折に触れて彼の仕事で直接用いられたのです。中でも彼の母国

語（既に 4ヶ国語話せることをお話しましたが、敢えて１つ選ぶとすれ

ば） のオランダ語は欠くことのできないもので、長崎に住み始めた最初

の時期に、オランダ語を知っている学者、中でも医師たちとの交際に大

変役に立ったのでした。当時の医師は医学教育をオランダ語で受けてお

り、最も進歩的な存在でした。後の時期に日本政府で公務に就くように

なってからも、重要なドイツ語、フランス語、英語の書物を日本語に翻

ギドー ･F･ フルベッキ伝



27

訳することが日常の仕事の大半であり、このような仕事にあたるために

は少年時代の徹底的な語学訓練が必要不可欠だったのです。

　彼の生れた 1830 年は、ヨーロッパで最初の鉄道が建設された年で、

この年が機械エンジニアにおける新たな時代の始まりと言われていま

す。数年後、少年ギドーが将来の職業について決断しなければならない

時に、家族会議が開かれたのですが、全員一致でエンジニアが「有望な

職業」であると合意に達し、ギドーもその道に進むべきだということに

なったのでした。

　1852 年に学業を修了してからすぐにアメリカに渡り、エンジニアと

してウィスコンシン州のグリーン ･ベイで３年間、アーカンソー州で 1

年間働きました。しかし彼は十分に満足せず、福音を語るよう神から示

されたと感じてニューヨークのオーバン神学校に 1856 年に入学、同校

を 1859 年に卒業しました。ちょうどその時、我々の教会の海外伝道局

が日本にミッションを設立する計画を立てていました。この計画は強く

推し進められていました。何故なら、日本とオランダの長く続いた関係

はオランダ改革教会の宣教師たちにとって特別な機会を開くと考えられ

たからです。S.R. ブラウン博士が既に行くことを申し出ており、受け入

れられていました。そして、ミッションのメンバーのうち１人はオラン

ダ生まれの者を選ぶべきで、その者は完全にオランダ語を話せることが

望ましいと考えられました。しかしそのような条件に該当する人物は私

たちの神学校にはおらず、調査を広く行ったところ、オーバンの卒業を

控えたクラスからフルベッキ氏が選ばれたのです。彼は即座に我々の教

会の宣教師になって日本へ行くという誘いを受け入れました。彼は卒業

の際カユガの長老より按手を受け、次の日にカユガの中会に転籍しまし

た。このように、彼は自分でもよく述べていたように、「一夜限りの長

老派牧師」でした。

　1859 年４月、彼はフィラデルフィアのマリア ･マンヨン嬢と結婚し、

５月７日にニューヨークを出帆、ちょうどその６ヶ月後の 11 月７日に
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長崎に到着しました。フルベッキ博士が長崎に足を踏み入れた頃と比べ

ると、今の日本は大きく変化し、交通の便も遥かによくなりました。

　今もそうですが、その時新たにやってきた宣教師のまずしなければな

らないことは、言語の勉強でした。しかし、当時は今とは全く違う条件

下で行われました。このことについて 1883 年、フルベッキ博士はこう

言いました。「別に言うまでもないことだが、最初来た頃は、言語の習

得は今とは全く違った大仕事だった。それは大概は探究と発見の作業で、

今日の学習者が得られる多くの参考書や助けなどなかった」。

　現在は、直接的な宣教活動を行う機会を見付けることは困難ではあり

ません。却って、直接的な宣教にのめりこみすぎて、言語の学習を妨げ

ていると言う点に本当の困難があります。しかし当時は、宣教師は嫌疑

の目で見られ近くから監視されていたため、最初の努力は言語の習得に

制限されていたのです。1883 年に開かれた大阪での会議のために準備

された講演「日本プロテスタント伝道史」の中で、フルベッキ博士はヘ

ンリー・スタウト宣教師に書き送った何年も前の手紙を引用しました。

それは以下のような内容でした。「私たちは、この国の人たちが宗教的

な事柄には全く触れようとしてこないことに気付きました。そのような

話題が日本人のいるところで持ち上がると、その人はほとんど無意識の

うちに手を喉に当てて、非常に危険な話であることを示そうとします。

もしそのような場面で２人以上の者がいたとしたら、彼らの表情に嫌悪

感が自然に且つはっきりと表れてきます。あなたは人と人の間に余り信

頼関係がないことに気付くでしょう。というのも、秘密裡に偵察されて

いる忌まわしいシステムが広くいきわたっているからです。私たちは最

初に上陸した時も、そして確かに数年後でもこのシステムは盛んに行わ

れていました。私たちがなすべき仕事に取り掛かろうとする前に、２つ

のことをまず達成しなければならないのは明らかです。すなわち、私た

ちは人々から広く信頼を勝ち得ること、そして彼らの言語を習得するこ

とです。第一の点についてですが、多くの人たちから、我々は人々の『神

ギドー ･F･ フルベッキ伝
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の国』への忠誠心をそそのかし堕落した倫理へと導く人物として疑われ

ています。このような間違った認識は私たちの努力で彼らの心から払拭

しなければなりません。親しい交わりにおいても仕事上や義務的な場合

であっても、あらゆる機会において、いつも変わらない親切心と寛容な

心によって、私たちは良いことだけをしに来たことを示す必要がありま

す。キリスト者にとっては単純な務めです。仕事が成功するために必要

不可欠な条件は言語の習得ですが、我々は多くの点において好ましい状

況ではなく、私たちの進展はそれと呼応してゆっくりでした」（１）。

　1872 年にまとめられた宣教師の活動報告で、彼はこう書いています。

「プロテスタント宣教は一体として、人々から信用と敬意を得るように

なりました。人々の心が自由になってきたこと、偏見が取り除かれてい

ったこと、彼らの極端過ぎるほどの臆病な心が外国人と付き合いたいと

いう望みへと変わってきたこと、これらの変化は宣教師でない人たちの

協力によって生み出された結果です。しかし、人々の信頼を勝ち得たの

は神の祝福の下で忍耐強く働いた結果であり、キリスト者の品位と振る

舞いや宣教師たちの教えによるのです。後年、政府がプロテスタント宣

教師たちの街や地方における働きに、信頼と自由を認めたケースが広範

囲にあったことも言及しておきます」。

　人々や、特に政府から信頼を得たことについては、博士は最初にやっ

てきた信仰深い宣教師たちのおかげだと考えていましたが、実は博士自

身が他の宣教師たちよりも信頼を勝ち取るのに貢献したのです。 博士

は、彼を知る全ての役人から絶対的な信頼を得たことが、どれだけ自ら

が絶えず標榜していた宗教への信頼を促すことになったか、私たちはお

そらく絶対に知りえないでしょう。私は彼の葬儀の日に、ある日本人キ

リスト者知識人が「この人にのみ、我々は今日謳歌している宗教の自由

についての恩義がある」と言うのを聞いたのです。そして、キリスト教

への迫害が終わったのも彼の影響であることは明らかです。

　1872 年になるまで、キリスト教に対するあからさまな敵意があり、
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「『外からやってきた野蛮人』の排除は野心のある愛国者にとって格好の

テーマ」でした。このことについて彼はこう書いています。「こうした

厳しい感情は、主に身分の高い人たちや役人クラスの人たちが持ってい

ることを指摘しておくべきでしょう。街や地方にいる一般の人々はほと

んど敵意など見せたりしません。中流や下層の人々は、キリスト教を敵

意よりも恐れをもって見ているのです」。

　多くの困難に取り囲まれていたにも関わらず、フルベッキ博士は到着

してすぐに、教養のある日本人が読めるように、聖書の御言葉のコピ

ーやマーティンの『啓蒙天道遡原』（２）、その他中国語の宗教書を配り始

め、長崎に滞在した10年間に相当な数の文書を配りました。ニコデモ（３）

が夜にやってきたように、ある年老いた医者がやってきては話をし、国

のあらゆる地域にいる友人のために書物をもらっていきました。 ある

時は、肥後から僧侶らが本をもらいに来たのですが、その時フルベッキ

博士は一冊も持っていませんでした。中国から４ケース送ってもらって

いるところだと知ると、彼らは全て購入する契約をしたので、フルベッ

キ博士は新たな注文をすぐに出さねばならなくなりました。おそらく、

これらの本の多くは主としてキリスト教に反対する目的で読まれたでし

ょう。しかし、購入者の動機はどうであれ、多くの種が広く蒔かれた

のです。

　やはり肥後から来たある年老いた僧侶は、この初期の頃彼のもとに

やってきて、 キリスト教の勉強を始めるには自分は年をとりすぎたと言

い、彼の弟子３人に教えてくれないかと尋ねてきました。この若い僧

侶たちは３年ほど勉強を続け、 年老いた僧侶に学んだことを報告しまし

た。老僧侶はしばしば感謝の意を伝えに博士のもとを訪れたので、ある

時フルベッキ博士は彼に言いました「あなたは今となっては、あの若者

たちからキリスト教について多く聞かされよく分かったことでしょう。

あなたはそれを受け入れるか否か、決断すべきです」。その老人はすぐ

に落ち着きを失いました。彼にとってそれを決断するのはとても難しか
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ったのです。多くの宗教について勉強したためにどれが優れているのか

混乱していました。その若者たちなら、疑いなく決断をすることができ

たでしょう。このように個人的に尋ねた後、この老人は二度とやって来

ませんでした。

　フルベッキ博士が長崎に到着して２年後、２人の若者が英語の聖書を

勉強しにやってきました。これが、後々日本政府との重要な関係を築く

小さな一歩となったのです。この若者たちが１年ほど彼と共に学んでい

たのですが、ある日大変喜びながら、博士への感謝の気持ちとして２匹

の黒子豚を連れてきました。彼らは、幕府の試験で全受験者を凌駕し、

最高の賞をいただいた、 と言いました。この若者たちが成功したこと

で、長崎で開設されようとしている英語学校にフルベッキ博士を呼ぶこ

とを役人は思い至りました。最初彼はこの話を断っていましたが、強く

要請されたため、海外伝道局の許可を得ることを条件に、その要請に応

えることにしました。結局その許可が下りたので、14 年もの間彼は政

府の仕事に従事し、伝道局との関わりは持ち続けましたが、伝道局から

の支援は受けずに仕事にあたりました。

　西日本で最初のプロテスタント信者になった人物として知られている

村田若狭守を通してフルベッキ博士は肥前の中心地である佐賀で知られ

るようになり、しばしば藩士たちが彼のもとを訪ねて来ました。

明治維新直前の数年の間に、フルベッキ博士は薩摩、長州、土佐や

その他多くの藩士の訪問を受け入れました。彼らはかわるがわる長崎を

経由してひっきりなしに旅行をし、1868 年に遂に起きた出来事（４）につ

いて互いに意見を交し合うのでした。彼ら訪問者の多くは以前に外国人

と接触したことのある者たちですが、 中でも小松［帯刀］、 西郷兄弟［隆

盛、従通］、副島［種臣］などの者たちは激しい議論の横行する時代に

おいて、際立った存在と述べていいと思います。

　1866 年、肥前の大名が長崎に学校を開き、フルベッキ博士には同校

と幕府の学校とを交互に教えるよう調整されました。肥前の学校にいた
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生徒の中には、現在の岩倉［具定］公と彼の兄弟［具経］がいました。

倒幕と王政復古の影響は長崎の学校には特に関係なく、幕府が新政府に

変わったことも授業を１日たりとも休ませることにはなりませんでし

た。

　1869 年３月フルベッキ博士は東京へと移り、４年間開成所に関わり

ました。これが今の帝国大学へと成長していきました。彼は教師と外国

語学部の教育に関する全ての事柄についての監督者であり、外国人教師

と政府との関係を全てとりもつ仲介者でした。この組織全体が満足のい

く形で運用されていくことに責任があっただけでなく（軽んじてよいよ

うな仕事は１つもありませんでした。何故なら４カ国から来ている外国

人教師には査定がありました。彼らのほとんどは教師を専門職としてい

たのではなく港で声をかけられたのです） 、博士は絶えず太政大臣に仕

える政府高官から、外交に関する全ての種類の事柄について助言や説明

を求められました。実は、グリフィス博士がフルベッキ博士の死後数週

間たってから私に手紙をくれましたが、そこには「彼は、後に集められ

た専門家集団が担う仕事の全てを１人でこなすために、新政府に仕えた」

と書いてありました。

　これら全ての様々な要求に応えるために、彼は夜な夜な読書と勉強に

ふけなければなりませんでした。彼はかつて私にこんなことを言いまし

た。「自分は乏しい文士である、何故なら政府で働いている間、自分は

本を読むのと読んだ結果を口頭で発表するのに忙しく、文章を書く時間

も機会もなかった」と。博士の読書法について、長男のウィリアム・フ

ルベッキ大佐がこう言っています。「私の父は多読家で、読んだものは

全て覚えているというすばらしい才能の持ち主でした。何年も前に読ん

だ本を引用する時も、どのページを探しているのか正確に開くことがで

き、ページの何処に書いてあったかさえ覚えているのでした。彼は記憶

術によって様々なアイディアを関連付けておけると強く信じていて、注

意深く本の余白に書き留められた内容を用いることで、一般情報の巨大
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な蓄積を思い出したり体系付けたりしました」。1873 年に彼は開成所で

の働きを止めて、最初は太政官に、後に元老院と学習院の仕事に従事す

るようになりました。太政官は、現在ではいくつかの省に分かれている

業務のほとんどを取り仕切っていました。太政官でも元老院でも、彼の

主たる業務は翻訳で、ここでも少年時代の多言語訓練が大いにものを言

ったのでした。これらの翻訳の中でも最も重要なものは、箕作［麟祥］、

加藤［弘之］、 細川［潤次郎］ら諸氏との協力で行われたナポレオン法典、

ブルンチの「国法汎論」、森林法、ヨーロッパ数カ国の憲法、2,000 のロ

ーマ法格言注釈付きです。公的な仕事以外に、彼は機会を見付けては政

府の要人たちに教育、宗教の自由その他の話題についての短い建白書を

送りました。彼の助言はこの時期に政府が着手したいくつかの重要な事

柄にも影響を与えました。これらの建白書の中でも、彼自身が最も政府

にとって価値ある提言を行えたと感じるものがあります。それは、1872

年に岩倉［具視］公を中心とした使節団を海外に派遣することになった

建白書です。この使節団派遣は、彼の提出した建白書の結果と言ってよ

く、岩倉公は最初ためらっていましたが、次第にこの使節団こそ日本の

大事な一歩であると考えるようになって、フルベッキ博士は信頼を得た

のでした。フルベッキ博士の亡くなった後で、『ジャパン・メール』の

編集者は書きました。「興味深いことに、正にフルベッキ博士が亡くな

る日の夜に、現在の総理大臣と大隈伯爵は話題にしている人物があと数

時間の命であることも知らずに、互いに維新の時に彼によって書かれた

建白書について思い出していた。その建白書で彼は、おそらく日本で他

のいかなる施策よりも自由な考えを促進し、日本が長いこと無視をして

いたヨーロッパやアメリカから文明を学ぶため、政治関係者を派遣する

よう働きかけた人物である」。

　政府の公務に就いている間も、フルベッキ博士は機会あるごとに直接

宣教の働きをしていました。そしてこの時期の後半には、毎日曜に少な

くとも１回、時には２回以上説教をしていました。直接伝道できる道が
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開かれ、政府にも各分野の専門家が増えて、もはや以前のようには彼を

必要としなくなったので、これからはもっぱら宣教活動に自分をささげ

ていくのが義務だと感じていました。そして彼は 1879 年に、積極的に

活動するためミッションへ復帰しました。

　ヘボン、S. R. ブラウン、グリーンの各博士と日本人協力者たちによ

って新約聖書の翻訳がほぼ完成に近づいた時、フルベッキ博士は改訳委

員のメンバーに選ばれ、新約聖書のほとんどの改訳を担当しました。ま

た後には旧約聖書全体の担当もしました。旧約聖書翻訳の全ての作業は

聖書翻訳常置委員会主導で行われていました。全てを改訳する以外に、

フルベッキ博士は大いに喜びながら、特別に松山［高吉］牧師の詩篇の

翻訳にも協力して取り組みました。聖書翻訳については、ここでは僅か

しか触れられませんでしたが、この全ての仕事をなし遂げるのに何年も

かかりました。しかしその数年間、博士はこの作業だけをしていたので

は決してありません。彼は聖書翻訳を自身の主要な仕事と捉えていまし

たが、他にもトラクト協会委員会の出版物改訂にも多くの時間を費やし

ましたし、説教や講演も頻繁に行っていました。

　聖書翻訳が完成した後、彼は明治学院神学部で 10 年ほど教えました

が、その仕事を楽しんではいませんでした。代わりに教える人がいない

時にだけ教えました。博士が最も楽しみ、自分に一番適していると考え

た仕事とは、講演と説教でした。日本語を上手に話せるという持ち前の

才能と努力によって、博士はこの手の奉仕にはこの上なく見事に適応し

ていました。晩年は、東京でもその他の場所でもひっぱりだこでした。

東京にいる時は、週平均２回は説教をし、講演も頻繁にしていました。

そして国の方々から誘いがない日はなく、時には他の教派からも数週間

の期間来てほしいとの要請がありました。このような仕事を彼は喜んだ

のであり、１日に２、３度、毎日のように説教をして、１つの約束の場

所から次の場所へと渡り歩いていく時ほど幸せに感じたことはありませ

んでした。
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　博士の日本語を話す能力については何度も語られていますから、ここ

にいらっしゃる聴衆の皆さんには特に、私がそれについて話す必要もな

いでしょう。博士の話す能力が卓越していることに関しては、１つ印象

的なことがあります。それは、私たちが一緒に、ある役人で古くからの

友人である方を訪問した時のことです。ちょうど彼の亡くなる１年前の

話です。その紳士は不在で、短い伝言を残さねばなりませんでした。私

はよくフルベッキ博士の演説や会話を耳にしましたが、あの時ほど博士

の日本語と私たちの話す日本語が違うと思ったことはありません。それ

は私も簡単に伝えられるくらい平凡な伝言で、博士の伝えた内容を理解

することに何の困難もありませんでしたが、しかし博士のしたのと同じ

ように私ができるかと言われるとまず無理でしょう。何年か前に、その

時アメリカにいた日本人が『ニューヨーク・トリビューン』誌に「外国

人宣教師で日本語を話せるのは３人しかいない」と投稿しました。この

ことについて何人かの人からコメントを聴いたのですが、全員がこの３

人のうち１人はフルベッキ博士だ、という点に同意していました。しか

し、残りの２人については、誰も確信がありませんでした。

　フルベッキ博士のしてきたことに日本政府は謝意を示し、1877 年に

勲三等旭日章を授与、また 1891 年には特別のパスポートを譲与しまし

た。これにより、博士と博士の家族は「日本国臣民と同じように、国内

何処でも旅をしたり滞在したり住んだりする」権利を得たのです。再び

博士の亡くなった時の話ですが、彼が政府の仕事から離れて何年も経っ

ていたにも関わらず、兵士の一団が彼の遺体に墓まで付き添い、多くの

役人からも、天皇からも哀悼の意が表され、500 円が下賜されました。

　しかし、私はこの親愛なる兄弟について、公的な関係を離れて語るこ

とをせずに終えるわけにはいきません。彼に寄って来る人たちは、多く

は元来よりあるいは訓練によって疑い深くなった人たちでしたが、その

関わる全ての人たちから絶大な信頼を勝ち得たのは、博士の卓越した才

能と完璧なまでに信頼のおける人柄によってであることは明らかです。
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たとえ人々がこのような才能や人柄を持っていたとしても、博士のよう

に、多くの人たちから愛されている謙虚で愛に満ちて親切な友人は他に

はいません。彼が有名人との理由で彼と知り合いになりたいと願う人も

多くいました。しかし、彼をよく知る人たちは誰もが、彼のことを特出

した教育者で宣教師であると考えるよりも、心の優しい親しみのある人

だと考えていました。彼をよく知る全ての人にとって、彼は名声以上に

素晴らしい人でした。

　彼は非常に謙虚な人でした。謙虚と言うのは、自分を卑下して見せる

のではありません。というのも、彼はそうすることに満足していなかっ

たのではなく、そのような態度が厳格に拒否されうる場面において自分

を謙虚に見せようという考えが全くなかったのです。彼は、自分の仕事

が誠実によく成し遂げられていることを知っており、決してそうでない

かのようなふりをしませんでした。しかし彼はその仕事が「自らの義務

だからしただけ」と感じていました。我々は彼自身がもっと自身の仕事

について語ったり書いたりしてくれたらよかったのに、と思いがちです。

しかし、彼は一度コブ博士（５）に長期伝道旅行の報告書を送った際に、「私

は歴史を書くより作る方がいいと考えています」と書き記しています。

私たちは、主のしもべである博士が歴史を作ることを許されたことを神

に感謝したいと思います。

　1874 年のある日、私は横浜のある大きな洋書を扱う本屋にいたとこ

ろ、フルベッキ博士が本を買いに立ち寄りました。何らかの理由で、お

そらく彼ははっきりと物を見ることができなかったのでしょう、横にい

た若い男性に持っていた日本の紙幣を見せて、それがいくらなのか尋ね

ていました。その若い男は博士に答え、更に、男が１週間か 10 日ほど

の観光と買い物で得たありったけの知識を伝え始めました。フルベッキ

博士は彼の言うことに強い興味を持って聴いていました。数分後本屋の

店主と私は、その若者が、今日本について色々と教えてあげた親しげな

紳士の名前を聞いて驚くのをすっかり楽しんだのでした。
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　彼は寛大な人でした。才能においても、他者の感情や意見に対する態

度においても。重要な真実や原理が疑問視された時は、彼は動じずに信

念を持ち続けました。しかし、他の意見を考慮する余地があった時は、

大多数の声に委ねる心構えでした。ささげることに関しては、私たちは

彼が惜しみなく与える人であること以外には、ほとんど知りません。と

いうのも、彼は右手のしていることを左手に知られないようにしていた

からです（６）。私は彼のささげた物について、それを受け取った人から

聞いて知っています。一度、彼の行動をすぐ近くで見る機会があって、

彼はその時自分のしたことを隠すことができなかったのです。私が彼の

家を訪ねた時、ドアのところで職を失い何も買えなくなった青年と話を

していました。その日は寒い日で、その若者は上着を１枚着ていただけ

でした。私は先に家の中に入って待っていると、数分してフルベッキ博

士が上着を着ないで入ってきました。彼はそのことについて、「あの男

性が余りに薄着だったので、古い上着を処分しようと思っていたからち

ょうどよかった」と説明しました。

　彼は愛に満ちた人でした。そのことは彼の友人全てが知っていること

ですが、その愛の溢れる心の深さを全て知っているのは家族でしょう。

「子どもたちが彼のそばにいた」時、私たちはすぐ近所にいました。私

はその家での愛情溢れる家族生活に強く印象付けられました。他の誰よ

りも家族に愛された父親である彼は、長女以外の子どもたちはみな家族

を離れていったのですが、10 年以上にわたり喜んで父親としての務め

を果たし続けました。彼はいつもそこにいない家族のことを考えてはそ

の家族のことを語るのを喜んでいましたが、不平は一切言いませんでし

た。そして、私たちの家族の話を聴くことにも関心がありました。

　楽しい家族生活の様子を描くのには、息子のフルベッキ大佐の言葉を

紹介することが最善でしょう。彼は父の死後数週間して、私に手紙をく

れました。そこにはこう書いてあります。「家族で過ごした時間は、私

にとって幸せな日々でした。私の親愛なる父は私の子ども時代と少年時
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代を、他の誰よりも幸せな時期にしてくれました。彼は私たちにとって

父であり大きな兄であり仲間でした。この国の子どもの遊びや子ども同

士と交流する機会がありませんでしたが、父は私たちにとって想像以上

の存在でした。父は理想的な遊び相手でした。まるで運動選手のように

私たちを走らせたり跳躍させたりすることができました。彼は美しい語

り部で、オランダのおとぎ話とドイツのシュヴァルツヴァルトの盗賊の

話が得意でした。皆さんもよく覚えているかと思いますが、彼は美しい

バリトンの声をしていました。とても共感できる声でしたので、私たち

は父の歌を簡単には忘れることができません。私は、長崎にいた時に父

が歌ってくれた子守唄を今でも覚えています。父は私たちとチェスやチ

ェッカーをして遊び、私たちを楽しませることなら何でもしてくれまし

た。そして私たちは父の遊んでいる様子からもいつも何かを学んでいま

した。父は科学的な玩具に大きな情熱を持っていて、いつも私たちにそ

れらの玩具をどっさりと与えてくれました。私たちの遊び仲間として父

と一緒にいると、遊んでいる時間は学校のようなもので、父の指導はま

るで一般教養的な教育でした。これらの様子をお知りになって、私たち

が父を失ってどれだけ喪失感があるかお分かりになるでしょう」。

　盗賊の話について触れると、私はフルベッキ博士が亡くなる数ヶ月前

に私に話したことを思い出します。それは、私たちが東京の第一国立銀

行の古い建物前を通り過ぎようとしていた時でした。皆さんの中でも覚

えていらっしゃる方がおられると思いますが、それは東京にある最も古

い洋風建築の１つで屋根にタワー状の部分があり、いくつかの屋上部が

特徴的で、その都市にある如何なる建物とも違って際立ったものでした。

彼はこう言いました。「私は子どもたちと、いつもあのビルのことを『盗

賊の城』だって呼んでいたんだよ。この辺りに来るとあのビルが見られ

るから、ここは子どもたちのお気に入りの場所だったんだ」。

　彼は朗らかな人でした。忙しい日々の中で社交的な事柄には余り関わ

れませんでしたが、彼はいつも友達と会うことが好きで、彼らとの交流
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を楽しんでいました。このように彼と交流のあった人たちは、彼の幅広

い才能に驚いていました。博士は彼らと自由に彼らの母国語で会話する

ことができただけでなく、非常に優れた音楽家でもあり、求めのあった

時はいつでも演奏や歌で人々を喜ばせる準備がしてありました。彼には

強烈なユーモアのセンスがあり、冗談好きでもしゃれ好きでもありませ

んでしたが、奇妙でばかげたようなことでもとても好意的に受け止め、

彼の経験や印象で人を楽しませる能力がありました。それが、彼を最も

一緒にいて楽しい仲間と人々に感じさせたのです。霊的な生活や経験に

ついては多くは語りませんでしたが、彼の率直で簡潔な祈りから、ある

いは日々の生活の様子から、彼を導く聖霊が本当にいつも存在していた

ことを知るのは難しいことではありませんでした。

　彼の召天に関して、我々は、日本に忌憚なく与えられた偉大なる人生

の記憶にほのかな影を落とすことにもなりうる力の衰えや精神的虚弱に

なることもなく、彼が「現役のままで」取り去られたことに感謝だけを

感じています。彼の同僚で最も付き合いの長い J.H. バラ宣教師は彼に

ついてこう書いてます。「彼の死は彼の人生の如く簡素で美しかった」。

我々の海外伝道局書記官であるコブ博士から受け取った手紙には、この

ような言葉がありました。「考えれば考えるほど、失ったものの大きさ

を感じています。彼にいつまでも生き続けることを期待することはでき

ませんが、今回のような召天は衰弱と苦痛が長引くよりははるかによか

ったのです。この貧しき世界が知る『生きたままの召天』に最も近いも

のです」。この文面を読んで、私はすぐに聖書の中の最初の「生きたま

まの召天」に関する御言葉を思い出しました。そして、その御言葉は正

にフルベッキ博士のことを述べるのに最適だと感じたのです。「彼は神

と共に歩み、神が取られたのでいなくなった」（７）。
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訳注

（１） G.F. フルベッキ『日本プロテスタント伝道史』上、日本基督教会歴史編纂

委員会、1984 年 27 ～ 28 頁。なお、翻訳は同書に拠らず、原文から訳者が独

自に訳し直した。

（２） 原題はMartin's Evidences of Christianity。1882 年に横浜の耶蘇教書類会

社からフルベッキ撰、高橋吾良訳で出版されている。

（３）ヨハネによる福音書３章１節から 15 節に登場するユダヤ人指導者。イエス

のところに夜訪ねにきた。

（４）明治維新のことと思われる。

（５） ヘンリー・コブ。アメリカ・オランダ改革教会海外伝道局主事のこと。

（６） マタイによる福音書６章３節「施しをするときは、右の手のすることを左

の手に知らせてはならない」を用いた表現。

（７）創世記５章 24 節。聖書で最初に生きたまま召天したとされている人物はエ

ノクである。
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辻　直人訳　

S.R. ブラウン伝

　私にこの原稿を書くようにと誘ってくれたシュネーダー博士はこう言

われました。「何年か前、私が編集長だった時、『ジャパン・エヴァン

ジェリスト』 にブラウン博士の回想について書いてくれたことがあった

ね。改めてもう一度、似たようなお願いをさせてくれないか」。そう言

われて、私は以前そのような記事を書いたことを思い出しました。しか

し今となっては何を書いたのかよく覚えていないのです。だから、もし

その時の記事で書いたことをもう一度繰り返さねばならないならば、私

は謝らなければなりません。もしお許しを乞えるならば、私は今回新た

な話をしてみたいと思います。というのも、ブラウン博士は私にとって

実に親愛なる叔父なので、個人的な経験談がこれからの話にはよく登場

するでしょう *。ブラウン博士をよく知る方もこの小伝をご覧になるか

と思いますが、全てにおいて、寛大にお願いします。

　1858 年の春、私の父はジョージア州からイリノイ州へと引っ越しま

した。私は当時 7歳くらいの少年でしたが、この引越しの時の様子を今

でもいくつか覚えています。その次に私の思い出す重要な記憶と言えば、

私の母がイリノイ州の家から、ただ一人の兄が日本へ旅立つ際にお別れ

を言いにニューヨークへ行ったことです。その兄こそが、日本へ派遣さ

れることになった最初の宣教師であり、この小伝の主題でもある人物で

す。母が帰宅する際、自分の母であるフィーベ・ヒンスデイル・ブラウ

* （原注）近親者である者がこの原稿を書くことは、ある面で不適当でないかと

感じています。
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ンを連れてきました。フィーベは賛美歌「わずらわしき世を」（１）の作

者であることで知られていますが、他にも作品があります。私はどの賛

美歌も同じくらいの価値があると思うのですが、他の曲は余り知られて

はいません。ブラウン夫人は私たちの隣の家屋であるブラウン博士の妹

の家に、亡くなるまで住むことになりました。

　ブラウン夫人は愛の心を持った女性であり、世界への祈りを欠かさな

い女性でした。まだ福音の伝わっていない国々のためになら何でもする

気持ちを持った人でした。自分の息子が生後 13 日の時、「アメリカン ･

ボード」が組織されたと言うニュースが届きました。彼女がずっと祈り

続けてきたことを、教会が実行できるように、神が道を開いてくださっ

たのです！異教徒の国々に将来福音を伝えられるという喜びで、彼女は

赤ん坊を抱き上げ、息子を外国宣教師として福音を伝えるために、神に

献げたのでした。きっと叔父は、自分が成人するまで、母によって自分

が神に捧げられていたことを夢にも思わなかったでしょう。しかし、叔

父が自分について、次のような趣旨のことを語っていたことをよく覚え

ています。「自分が思い出せる限りの早い時期から、私は大学で教育を

受け、どこか遠い場所で福音を伝える教職者として人生を過ごすことが

自分の務めだと感じていたように思う。他の目的で自分の人生を使おう

と思ったことは一度もなかった」。

　叔父に最初に会う恩恵にあずかったのは、叔父が 1867 年に休暇で日

本から戻ってきた時でした。私は叔父と、私の将来について語り合いま

した。私には将来しなければならない仕事への迷いがあると話したとこ

ろ、叔父は自分の若い頃のことを語り、そのような疑問で将来への気持

ちを曇らせたことはないと述べました。叔父は、自分の生涯に対する確

信と、それを選んだ強い意思を持って歩んでいるように見えました。永

遠なる福音を語るようにとの使命を与えられた主イエス・キリストの僕

であることを叔父は知ったので、人生の終わりまで彼を心底喜ばせるも

のは他に何もなかったのです。生活の支援に関しては、何も心配してい

S.R. ブラウン博士
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ないように見えました。叔父は、支えは主から与えられるものであり、

自分は主の命令に従っていると確信していました。キリストの御言葉

「私に従いなさい。その他のことはあなたに何の関係があるのか」（２）に

従うことが、神への服従に関する彼の気持ちを表しています。叔父は自

分の仕事に特別熱意を持っており、愛していました。その熱意は、彼と

僅かな時間接触しただけの人でも感じることができました。別にその熱

意をひけらかしていたのではなく、彼の心の中で燃えている献身的な気

持ちが自然に表れてくるのでした。

　叔父は貧しい大工の息子で、彼が高等教育に進学するための金銭的余

裕もありませんでした。実際、父は家族を支える助け手であった息子の

労働を失うことを喜ばしくは思いませんでした。若き青年ブラウンがエ

ール大学へ入学を志願するためにニュー・ヘィヴンに着いた時、ポケッ

トに僅かの小銭しか入っていなかったことを知ったなら、皆さんも、ど

れだけ金銭的に苦労していたか想像できるでしょう。どうやって学費を

支払っていくか、その方法ははっきりしていませんでした。しかし、叔

父のしたことは、文字通り大学時代に彼なりに歌うことでした。彼は優

秀な音楽家で、２人の姉同様良い歌い手だったのです。歌を教えたり村

の聖歌隊に参加したり、あるいは小さな礼拝でも歌い、エールを卒業す

る頃には、多くの自己資金を持っていました。年老いても彼の声は音楽

的質の高さを維持しており、自宅や集会で歌って友人たちを喜ばせまし

た。

　視力は幼い頃からよくありませんでした。長いこと、彼の目にどんな

問題があったのか分かりませんでした。眼科医も今日のようには多くな

い時代です。しかしある日、ふざけて祖父の眼鏡をかけてみますと、な

んと、未だかつて見たことのないほど世界が鮮明になったのです！もは

や、何の苦痛も感じずにはっきりと見ることができたのでした。彼は自

らの発見で飛び上がるほど大喜びしました。これ以降、彼は眼鏡をかけ

るようになり、他の子どもと同じくらい読んだり勉強したりできるよう
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になりました。 彼は、生涯変わらない強さのレンズを使っていたよう

に思います。彼の眼は、生まれたときからまるで年老いた人のようでし

た。しかし、彼は自分の目をよく用いました！三ヶ国にいる叔父の多く

の教え子たちは、彼らから賞賛を受け取ることは喜ばしいが、叱責をこ

うむるのは嬉しいことではないと私が述べることに賛同してくれるでし

ょう！

　少年 S. R. ブラウンはニュー・イングランドで成長し、マサチューセ

ッツ州のモンソン・アカデミー・カレッジに入学しました。同校を卒業

する以前に、ニューヨーク市の聾唖施設の教師の職を得ました。ここで

３年ほど過ごしましたが、この間彼は稼ぎの大半を実家の両親に送って

います。おそらく卒業後すぐの頃は家でも、父の隣で大工の身なりをし

て働いていたのではないかと思います。叔父は自身の手で父の家を塗

り、また他にも仕事をこなすことによって、両親から感謝の念を得るこ

とになりました。また、聾唖施設で働いたことが、他の人には見られな

い生命力と活力を、彼の説教に与えました。彼の顔の表情と身振りは、

まるで手話をしながらの説教のようで、彼の話し言葉を強める上で効果

的でした。彼は心優しく、他者の喜びや悲しみに共感していました。私

が 10 代だった頃、彼は私の父に、１，２年の間父の息子の１人を家の手

伝いとして預からせてくれないかと申し出てきました。そこで私はブラ

ウン家に身を寄せ、日々の日課である家事と引き換えに食事等をまかな

ってもらいました。その頃、彼は日本に行くために辞任した教会の講壇

に戻っていました。牧師としての仕事はニューヨークのオワスコ湖の沿

岸一帯で繰り広げられていました。叔父は、数年前に自身の影響によっ

て建てられ且つ彼自身がデザインした教会堂で、安息日の朝の説教を行

いました。午後には、数マイル離れた学校内での集会にも参加しました。

これらの集会では時には涙を流しながら人々に勧めたり戒めたりして、

聴衆に熱心に訴えていました。その光景が、教会での話よりもっと鮮明

な記憶として思い出されます。時には裁きの日の悲しみが彼の顔に浮か

S.R. ブラウン博士
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ぶこともありましたが、主と共にいる喜びの表情にすぐ戻るのでした！

　ブラウン博士の人生は、本当に宣教師の人生と呼ぶにふさわしいもの

でした。その精神こそが、彼の人生を大きく支配していました。外国宣

教師としては、その人生は中国と日本の２箇所に分断されます。叔父が

まだ若かった頃、日本はまだ宣教可能な土地とは考えられていませんで

した。何故なら、当時日本は世界に門戸を閉ざしていたからです。一方

の中国では１，２の港が開港しており、この場所なら神の御用のために

働くことができると、叔父は考えたのでした。

　しかし中国への派遣任命を願い出ても、アメリカン ･ボードは叔父を

派遣することはできませんでした。他の応募者たちと一緒に、財政的に

ボードが好転する時を待たねばならなかったのです。ところが、待って

いる間に、予期せぬところで中国へ行く道が開かれました。

　幾人かの高潔なクリスチャン商人たちが、1834 年に亡くなったモリ

ソン博士の栄誉を称えて「モリソン教育協会」を設立しました。アメリ

カにいたこの協会の代表者たちは、ブラウン氏に、協会における教師の

地位を提供してきたのです。こうして、彼は望んでいた仕事に向かうこ

とができたのです。マカオで、後に香港で、彼は担当する中国人生徒た

ちを教えながら、中国語の学習に並々ならぬ熱意を抱きました。彼は読

み書きともに高い言語知識を獲得したに違いありません。彼はこの伝記

の筆者に、日本に来て漢字の勉強をしなくてすんだ、と語ったことがあ

りました。中国で既に学んできた漢字で十分だったのです。彼は中国語

を話すのにはとても長けていて、少なくとも月に一度は、彼の話を聞こ

うと家が満杯になった、ということも書き添えておきます。このことを、

彼の様々な活動の一面として付け加えます。モリソン協会の設立のため

に労したことは、著しい成功をもたらしました。教えることは彼にとっ

て芸術のようであり、彼の大好きだった職業でした。彼のその教授法は

哲学的で博識高いものでした。若者はいつも彼に魅了されていました。

彼らを教えながら、彼ら及び彼らの国にとって最善のことを成し遂げる
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可能性を、彼は見出していました。彼は知性を磨くだけでなく、心も磨

くことを決して軽視しませんでした。ここで、クリスチャン教育者であ

り開拓者である彼について、生徒の１人によって描かれた人物像を紹介

しましょう。「教室内では、ブラウン博士はくつろいだ様子だった。博

士は教えるこつを心得ており、生徒に忍耐強く、優しく接していた。彼

は生徒たちと同じ目線に立って考えることができたので、みんなから容

易に信頼を勝ち得た。ある教師たちは、自らの浅はかさや教育方法の欠

如を隠すために子どもたちに近寄らないで、厳格さや偽物の気高さばか

りを示そうとするが、 博士にはそのような態度は全くなかった。 博士

は、教え子たちに影響を与え、人間形成を促すことのできる稀な人物の

１人だった。博士の教えを受ける特権に預かった生徒たちは皆よく育て

られ、その後の人生において、いかなる教師にとっても賞賛に値するよ

うな働きを成し遂げた。博士は教え子たちを誇りに思っていたし、教え

子たちも深遠なる感謝と敬意を持って、博士や労苦を共にした婦人のこ

とを記憶にとどめている」。

　モリソン協会の学校は成功した地位を確立し、確かな未来へと進みつ

つありましたが、ブラウン夫人が健康を害してしまい、アメリカに帰る

しかない状況となってしまいました。ブラウン博士にとっては最も不可

思議に思えた神の摂理に従って中国で８年過ごしてきたのですが、自分

の計画を断念して、長いこと大事にしていた望みをあきらめねばならな

くなりました。

　他の人と同様に、全く新しい人生計画を作るようにと召しだされた

時、彼は特定の範囲内の仕事に導かれたように思えました。しかし彼の

場合、大抵の人がなしうるよりも広い範囲を任されていたことが判明し

ました。時間の関係で、中国から帰国後の仕事について１つだけお話し

ましょう。彼はかつて牧師をしていた教会近くにあるオワスコ湖のほと

りで、私塾を開き成功を収めました。しかし「世界への関心や熱望をか

きたてる」はずの給与は僅かしかもらえず、彼の教会での奉仕はほとん
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ど無償のようなものでした。彼が給与について言及する時は、いつも人

がよさそうな物言いをするので、人々の良心をなだめてしまい、彼らの

していることの通りでいいと思わせてしまうのです！彼は、彼らに対し

て余りに寛大過ぎました。彼は、より良いものを献げようという方向に

彼らの心を喚起することなく、彼らの与えるものをそのまま受け取って

いました。私が今述べたことは、彼をよく知る人物にも同様に証言され

ています。「彼は、大半の牧師たちが受け取るような、働きに十分見合

う収入を得ることはなかったのに、この件に関して絶対に不満を抱かな

かった」。彼自身実際、様々な働きに直接関わっていました。というの

も本当に彼は、挑戦できることは何でもする宣教師であったからです。

　彼は横浜で最初の英語教会堂（３）を設計した人物でした。彼は日本で

カメラを使った最初の人物の１人で、その使い方を最初の日本人写真家

に教えました。日本から初めて帰国した時、人物や風景の興味深い写真

を見せるためにたくさん持ってきたので、この国について人々に伝える

ことができました。というのも、私はブラウン博士が日本での仕事を再

開した後も父の家でしばらく行われた礼拝を覚えていますが、これらの

写真は家でとても重宝されました。

　彼は人々と知り合いになるのと同じように、言語や人々の考え方につ

いての知識を身に付けるのに熱心でした。

　彼の家は、かつてはヨーロッパ人のための別荘としても使われていて、

安息日には彼らに説教する声が最初に聞かれました。全ての国の水兵た

ちは彼に親しみを覚えていましたし、彼も彼らの霊的な徳を高めようと

しました。

　中国及び日本の両方で、彼は頻繁に本を出版し、余り知られていない

東洋について世界に情報を伝えました。

　日本に来て早々に、彼は若者に英語を教え始めました。それが彼の同

僚たちよりも早い時期だったのかどうか、私は知りません。彼のところ

に来た最初の生徒たちは、ほとんどが幕府の役人でした。開国により世
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界と友好関係や通商関係を結んで間もないこの国で、博士は若者に教

えることの価値を十分過ぎるほど認識していました。この点について、

今となってはよく知られたことですが、 中国での経験が活かされたので

す。というのも、中国では 「少年たち」 が英語教育を受けることによっ

て、有名人になりました。彼らは英語習得と共に精神面での訓練を受け

ることによって、国民に対して大いなる恩恵をもたらす人物となってい

きました。彼らのうちの１人、おそらく彼らの中でも最も偉大な人物と

言える人について語りましょう。1872 年に私はコネチカット州ハート

フォードで、その頃中国から研究を委託され渡米していた高官容 （４）

閣下と会ったことがあります。実は、中国政府が若者をアメリカの最良

の機関に留学させるという件も含んだ全ての計画は、容 の意向から生

れたのでした。多くの重大な困難に直面はしましたが、容 がこの計画

について中国政府にしつこく願い出ていたことで実現しました。ところ

がこの計画の立案者の意に反して間違った報告がされたために、よい結

果が実現するための時間が十分かけられる前に断念されたのでした。容

は母国を発展させようと目に見えないところで静かに活動しており、

今でも高く敬意を払われ卓越したクリスチャン紳士であると私は思っ

ています。彼こそが、 1879 年にブラウン夫妻が日本から遂に戻ってき

た時、 ワシントンで中国公使館の書記官として夫妻をもてなした人物で

す。ここにあるブラウン夫妻の写真は、今ではよく見かけられるもので

す。二人はとてもよく似ていますね。

　ブラウン博士が日本の若者に教えた結果は、中国で教えた結果よりも

遥かに大きなものとなりました。日本での時間は、中国にいた時よりも

より神に用いられた時でした。博士は中国でよりも長く日本で過ごし

たので、 国民に強い影響を及ぼし、 彼らが進んで博士から知識を受け取

り、それを善用しようという気にさせました。『ジャパン・エヴァンジ

ェリスト』の記念号でも記者が次のように述べています。すなわち、 「ブ

ラウン博士の教え子たちは卓越しており、日本のキリスト教界で、学校
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長、教授、編集者、牧師などにこれからなるか既になって活躍している。

その他にも法律、医学、ジャーナリズム、外交やビジネスといった分野

で活躍している教え子もおり、彼らの名を全て書き出すには余りに多す

ぎる」。

　ブラウン博士は日本アジア協会の創始者の 1人で、最初の副会長でし

た。彼はよく集会の司会を務め、時には「研究発表によって提示された

論点やそれをめぐる議論に対して、豊富な知識から知見を加えた」と言

われています。

　この宣教師がなしたことを、他の人が全て成し遂げることができたで

しょうか？これらのことは、この人のもう１つの性格と能力を特徴づけ

るものです。彼は、自分の行っていることを素早く終わらせるだけの手

腕を持つと同時に、疲れを感じないほどの忍耐力も持ち合わせていまし

た。仕事に打ち込みすぎて食事や睡眠の時間を忘れたこともしばしばで

した。

　聖書翻訳については、彼は他の初期来日宣教師同様、できる限り早く

開始されるようにと考えていました。彼は時間を割いて、実際宣教に

出る前からずっと、 この大いなる目的を達成するための努力を重ねまし

た。彼が最初にこの目的に向かって挑戦し始めたのがいつなのかは、は

っきりしません。1867 年に彼の家が火事で燃えてしまいました。その

時の様子は、白髪の宣教師が燃えて煙の充満した家の中を、でき上がっ

た聖書翻訳の貴重な原稿を守ろうと努力し、さまよった悲しみの場面と

して伝えられています。でも、翻訳のほとんど全てが燃やされてしまい

ました。この火事で多くの物を失い不便になりはしましたが、翻訳原稿

を失ったことと比べれば大したことではありませんでした。常設翻訳委

員会が組織された時、彼は委員長となり、日本にいる間は同職を続け

ました（５）。

　今まで話してきたのは、白髪になった人物のことです。彼が日本に来

た時年齢は既に 50 に達しており、白髪混じりでした。彼くらいの年齢
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になってから、新しいミッションを引き受けたり新しい言語の勉強を始

めたりするのが耐えられると考えられる人はほとんどいません。彼の仕

事は多種多様で根気のいるものでしたが、彼はいつも真に神に用いられ

た人のようであったので、50 歳から 70 歳の間は驚くほど有益な人生で

したし、全ての若い人にとっていい参考になるものです。

　海外宣教師としてブラウン博士が働きを始めた頃は、今とは大部分に

おいて状況が異なっています。最近のミッションは、徹底的な弾圧を受

けることはありません。現在の多くの宣教地域はほとんど例外なく、キ

リスト教の導入に抵抗することを封印しています。しかし最初に来日し

た人たちは、真の神であるキリストを無視するこの国が開放されるよう

にと、神に祈り求めねばなりませんでした。全ての政治権力は迷信や異

教の教えによってキリスト教に敵意を抱き、土着の宗教を破壊しかねな

い外来の教えが入ってくるのを阻んだのです。国際法は、外国人宣教師

の生命を保護できるほど十分に発達していませんでした。国同士の話し

合いも不定期でまれでした。外国人宣教師であると言うことは、全ての

親近感溢れる物事から隔離され、危険や受難、時には殉教といった困難

に直面することを意味しました。これ以上予期しうるような恐ろしい状

態はありません。しかしブラウン博士はパウロの言葉を用いてこう言う

でしょう、「自分の決められた道を走りとおし、また、主イエスからい

ただいた、神の恵みの福音を力強く証しするという任務を果たすことが

できさえすれば、この命すら決して惜しいとは思いません」（６）。そして、 

誤った宗教によって心を暗くしている人たちに福音を伝えよう、そう思

ったのです。

　衰えることのない奉仕の気持ちと多様な経験を経た生涯を通して、ブ

ラウン博士は友好的な気質と陽気な性格を持った人物として知られてい

ました。彼は若い人にも年老いた人にも、魅力的な相手でした。彼は身

分の高い人とも低い人とも、どうつきあえばいいのか知っていました。

真の人間は、彼を友と考えていました。助けを必要としている人に対し
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ては、 惜しげもなく手を差し伸べました。東洋において住んだ地域で

は、彼は最善で最も偉大な住民の１人と考えられていました。彼はその

生涯と高潔な性格によって、社会に栄光や恩恵を与える人物と考えられ

たのです。キリスト者として、そのような地位を保持し続け、且つ人々

に良い影響を与えることのできることは、明らかに些細なことではあり

ません。

　いくつかの偉大な栄誉が彼に与えられました。彼は謙遜な心を持って

いたので、本来ならもっと称えられるべきところでしょうが、それを避

けていました。彼はいつの時代も著名な人物と広く認められてきまし

た。彼らはいつもブラウン博士の価値を理解し、彼を高い地位に位置付

けてきました。

　色々な国の人々との共同生活には、色々大変なこともあったかもしれ

ません。しかし苦労があったにせよなかったにせよ、ブラウン博士は包

容力のある精神と愛の人と知られていました。彼は日本のプロテスタン

ト諸教派を統一する方向へ大胆に働きかけた人でした。彼は望ましい結

果を得るためにできることをしました。もしそこに率直な信仰がなけれ

ば、そして教派ごとに分断されることから自由になって、１つのキリス

ト教会を日本に建てるという彼の努力がなければ、私たちはここに存在

しているような合同組織を恐らく知らなかったでしょう。私たちはこの

宣教師協議会で共に座っていることはなかったでしょう。一方で、この

ような動きが、「日本基督教会」は国内全ての教派を含むものという考

えを広めることとなりました。残念に思うのは、この考えが我々の働き

を始めるための考えとなっておらず、その代わりに今これから始まる働

きが目指す理想として、いつの日か達成されるであろうものであるかの

ように考えられていることです。

　私の生涯において、この主に従った者を知ることが赦されて、彼に愛

されていたことを感じられたのは１つの特権でした。既に述べたように、

私の最も古い思い出は彼が最初に日本へ行こうとする頃のものです。そ
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の頃、彼の一時休暇の間に、私が彼の家族と共に短い時間を過ごすこと

ができました。もちろん、私の少年時代も青年になってからも、彼は頻

繁に私の家に手紙をくれました。おそらく、こうした関わりが私を日本

へと向かわせるのにどれだけ影響を与えたのか、知り尽くせません。私

たちが日本で 22 年近く過ごす間も、ブラウン博士の記憶が頭からずっ

と離れないでいます。彼が如何に偉大な人物だったかという証拠です。

彼はまれなる善人でした。彼を知る全ての人は、私の意見に賛成してく

れるでしょう。彼は敬虔な人で、神の大義の成功に関して高遠な望みを

持った人でした。主に忠実な人で、彼の人生において主に栄光が帰する

ようにと願って生きた人、私たち大部分の誰よりも成功した人でした。

　* 病気が進行したために、69 歳２ヶ月の年齢で、このキリストの使徒

は悲しみながらアメリカ合衆国へともう１度向かうこととなりました。

彼は、これが日本との、そして可能な限りにおいて喜んで新たな命を与

えた人々との別れであることは重々承知していました。いつも燃えるよ

うな魂と若い心を持っていましたが、彼は日本でなすべき仕事は終わっ

たことをしぶしぶ認め、母国に帰って愛する家族や友人たちに会いにい

くことしました。彼らにとっては、これからはずっと彼が一緒にいてく

れることが祝福となるように、と長いこと持ち続けた望みでした。彼は

故郷に戻ってきて数ヶ月のうちは友人との親交を新たにしたり、親しく

してくれた人たちを訪ねたりしました。この期間に、何処よりも訪れた

い場所が一箇所ありました。それは、若き日の家、彼の両親と姉が埋葬

されている場所です。そこが、彼にとって最も神聖な場所でした。抵抗

もできず引きつけられるように、1880 年７月、マサチューセッツ州モ

ンソンを訪れました。それは、70 歳の誕生日をお祝いされる 2日前の

ことでした。彼は１日のうちでできる限り多くの友人を訪ね、もちろん、

* （原注）最後の部分は、軽井沢でこの原稿を読んだ後に、友人からの助言で加

えることにした。（T.C. ウィン）
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墓地にも行きました。その夜床に就くと、地上から天国へと旅立ってい

きました。それは実に簡単にまた突然だったので、ブラウン夫人も自分

の夫が大きく１，２度呼吸をしたこと以外には気付かないほどでした。

献身的な姪がこの善人の召天のことを、次のように述べています。すな

わち、 彼女の知っている他の死に方と比べてもより美しかった、 と。 「神

は愛する者に眠りを与えた」とその様子を描いています。まるで１日の

終わりに太陽が沈むように死んでいったというのは、彼にしてみれば真

実だと思われます。そして彼の亡くなった日は普通とは違った愛らしく

魅力的な日であることは確かです。

訳注

（１）『讃美歌』日本基督教団出版局、1954 年、319 番に収録

（２）ヨハネによる福音書 21 章 22 節

（３） ユニオン・チャーチのことと思われる。

（４）ようこう（Rong Yong）。1828 年 11 月生、1912 年４月没。ブラウンが中

国からアメリカへ戻る時に同伴した中国人青年の１人で（最初の中国人アメ

リカ留学生）、後に中国高官として活躍。在米時の呼び名は原文にあるように

Yung Wing だった。

（５）原文ではほぼ同じ内容の文章が２度繰り返されているが、翻訳では２つ目

の文章を削除した。

（６）使徒言行録 20 章 24 節
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D. タムソン著　
辻　直人訳　

J. C. ヘボン伝

　今からジェームス・カーティス・ヘボン博士の生涯、仕事、そして人

柄について述べていきますが、今回は主に 1863 年から明治元年の頃、

すなわち 1867 ～ 9 年の頃までの間に話を限定しようと思います。何故

なら、この期間に私が博士と最も親しくおつきあいさせていただいたか

らです。しかしながら、彼の人生を振り返る際、まず始めに、その誕

生から前述した時期の始めまでの様子と、また明治時代の夜明けの後、

1892 年にこの国を去るまでの間に彼が日本で何をなしえたのかを少し

見ておくことが必要でしょう。

　ヘボン博士は 1815 年３月 13 日に、ペンシルヴァニア州ミルトンで

生まれました。博士の両親は教養のある人物であり、知人たちから尊敬

され信頼されていました。父は卓越した弁護士且つ裁判官で、母は早く

から宣教師としての熱意を抱いており、周囲から女性のリーダーと考え

られていました。18 歳にまだならないうちの 1832 年、ジェームス・カ

ーティスはプリンストンを卒業し、その後医学の道へと進んで、1836

年にペンシルヴァニア大学を卒業しました。

　1840 年にクララ ･メリー ･リートと結婚しました。彼女は若い女性

でコネチカット州知事リートの家系の出です。知事のリートはチャー

ルズ二世（１）の時代に逃亡した国王殺害者（２）を支持しかくまった、と

伝えられています。２人が結婚する直前の 1839 年に、長老派海外伝道

局はシャム（３）にミッションを設立することを決めました。最初、それ

はシャム人に対してではなく中国人のために作られたのでした。中国は
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まだ開国していませんでしたので、近隣の国やバタヴィア（４）、 バンコ

ク、シンガポールといった都市で見付かった多くの中国人移住者たちの

ための宣教拠点を支援する方針を伝道協会は採ったのです。1841 年７

月、ヘボン夫妻は長老派伝道局のシャムに派遣される宣教師として任命

され、シンガポールに到着しました。その際、後に中国宣教団に加わる

許可を得ていました。２年ほど赤道付近で過ごし、 1843 年 10 月に夫妻

はシンガポールからマカオで数ヶ月過ごした後、コロンス（胡老嶼）と

いうアモイ近くの小さな島に移りました。３年もの間中国及び沿岸地域

で過ごした間に、夫妻の同僚には、改革教会の マッカーティ博士とデ

ヴィッド・アビール、ロンドン ･ミッションのストローナック兄弟 2人、

中国の海賊の手によって命を失った若きウォルター ･ローリーなどがい

たことがよく知られています。彼らの名前は尊敬に値する名として触れ

ておくべきでしょう。1846 年に、ヘボン夫人の健康を考慮して、彼ら

はニューヨークへ戻らねばならなくなりました。中国でと同様に、ニュ

ーヨークでも彼らは家族の病気や子どもの早世（５）といった試練に会わ

ねばなりませんでした。1858 年までの 14 年間、ヘボン博士はニューヨ

ーク市で医院を開業し成功しました。この年の暮れまでに、長老派伝道

局は再び彼と仲間を、その頃商業世界に開国したばかりの日本で計画さ

れた宣教活動を始めるために選びました。このような指名に対して夫妻

は即座に応答し、ニューヨークを 1859 年４月 25 日に出発しました。 

145 日の航海の後、同年 10 月 18 日に神奈川に到着し上陸しました。こ

の新しく開港した港で、夫妻は住居として成仏寺という寺を確保しまし

た。ここを修理して彼らは２年以上もの間家として使いました。ここで

ヘボン博士は、医療宣教活動を始め、一種の施療所を開設したのですが、

程なくして時の政府からの命令があり閉鎖しました。そしてついに、神

奈川の外国人居留地は幕府の指示によって、湾を越えて横浜へと移るこ

とになりました。ここの土地が払い下げられ分配されることになって、

ヘボン博士は 39 番を獲得しました。ここに、彼は自分の手で半分が平

J. C. ヘボン伝
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屋になっている丈夫な造りの家を建てました。その家は、大きく街が変

貌した今でも残っています。この家がまだ新しかった頃、筆者は初めて

ヘボン夫妻にお会いしました。1863 年５月、今から 46 年以上も前のこ

とです。お二人ともその時が人生最良の時であったかのようで、年齢も

50 を過ぎていたのにとても精力的かつ活動的で、苦労なく立ち上がり、

いつもきれいな身なりをして落ち着いた振る舞いをしていました。新し

い家のインテリアもきれいに落ち着いていて、装飾も美しく施されてい

ました。この家で、予期もしなかったことでしたが、私は夫妻のゲスト

として１年ほど一緒に住みました。私が日本に来て最初の１年でしたが、

彼らの普段の日常生活を見る機会となりました。私は自分の家を別の場

所に見つけた後も、数年間にわたり、横浜で極めて親密な関わりを続け

ました。

　この時点から以降６, ７年間の明治時代の幕開けまで、私はできる限

りにおいて、ヘボン博士の日常生活を描こうと努力しています。もしこ

れが完成すれば、彼が日本での働きを終えるまで如何に有効な仕事を続

けてきたかを示すのに十分なものとなるでしょう。これをするために

は、しかしながら、私は当時彼が置かれていた環境や、彼を取り巻いた

友人同僚との中での彼の様子を描かねばなりません。横浜は当時発展し

始めていました。実のところ、既に慌しい場所へと成長していて、今日

のような密集した人口過多ではなかったのですが、ほとんど都市のよう

でした。住民たちの要求で、ヘボン博士は外国人街の通りを区画整理し

たのですが、これが完了する前に多くの土地が売買され市民によって家

が建てられていきました。これは考慮されねばならなかったのです。さ

もなくば、通りは狭く、捻じ曲がって不規則なものになってしまったの

です。当時、居留地にはまだ外国人の家も日本人の家もありませんでし

た。日本人居住地である本町通り、弁天通りとその他の地域は今日もそ

のままですが、余り裕福そうには見えず、しっかりした造りではありま

せんでした。公園のようなものはなく、ただ「沼地」と呼ばれる場所が
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ありました。都市の外国人居住区域に建てられた多くの家は最初平屋の

一軒家でしたが、その多くは後に２, ３階あるいはそれ以上の高さの大

きい建物に取って代わられました。一体を水路が囲み、道の入り口や橋

など都合のいい場所に監視小屋があり、徳川の侍が袴を着て２本の刀を

挿し、一列に座って行きかう旅行者を見ていました。以上が、かつての

横浜の大まかな様子で、引き続き英国兵士の連隊が居留地内にキャンプ

を張っており、港の軍艦から乗組員や水兵たちがよく訪れました。ここ

での生活は変わってきています。慌しい場所には独特な雰囲気があり、

興味を引いたり刺激を与えたりする出来事が起こります。そのような雰

囲気は主として、頻繁に起こる暗殺行為やそれに伴う大規模な葬儀、逮

捕された犯罪者への刑執行といった理由によるものです。維新の起きた

時、このような騒々しい状況下ではありましたが、ヘボン博士は静かに

手を休めることなく自分の仕事を続けました。しかしながら、彼の家に

はその家独自の関心事がありました。ヘボン夫妻はいつも、初期宣教師

たちや、横浜にいた多くの高官やビジネスマンと親しい交流を持ってい

ました。その上、まだ鉄道もホテルもなく観光客もいないこの時、中国

やその他の地域から多くの訪問者が保養あるいは商用目的で、定期的に

日本にやって来ました。彼らの多くはヘボン夫妻の客として歓迎され、

温かくもてなされました。この他にも、大阪で自分の本務とされる仕事

の最中に溺死したベル提督についても触れておくべきでしょう。また、

アメリカ海軍のワトソン大佐、中国にいるワード将軍の仲間であるバー

ガヴァイン将軍、上海にいるブーン主教の妻であるブーン夫人など、み

な興味深い人たちでした。このような人たちに囲まれ、仲間との交わり

の中で、ヘボン博士は毎日着々と仕事を続けていきました。39 番にあ

る家の横に彼はちょうどよい大きさの施療院を建てました。前方の部屋

には 100 人以上の患者のための座席がありました。後方の部屋には 棚

があって薬と中国語の聖書とトラクト［伝道用文書］が置いてあり、患

者のためのテーブルといくつかの椅子が用意されていました。患者は治

J. C. ヘボン伝
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療のために１人１人、前の部屋から呼ばれました。最初の頃は、長いこ

と前の部屋は日曜を除いて毎朝早い時間から診療を待っている患者で満

杯でした。平日は早朝の朝食とお祈りの後、ヘボン博士は後方の部屋に

入り自分の場所に着くと、多くの彼の医学生か助手の中から１人が即座

に患者をこの後方の部屋か手術室へと案内します。そこで彼らはすぐに

治療を受け本の薬瓶と共に、多分、時々はトラクトか聖書の一部も渡さ

れて送り出されました。遠くからも近くからも大勢の人が治療を受けに

やって来るので、午前中に診療を終えるために、重大な事態にも３, ４

分で対処しなければなりませんでした。日本人の益となるこの医療行為

は 15 年ほど続けましたが、患者の要求に十分対応できる能力のある日

本人医師が活躍するようになってからは辞めました。彼は外国人開業医

の苦情には理解があったため、外国人に対しては絶対に治療をしません

でした。

　午後には、博士は最初の注目すべき日本語辞書の編集作業や聖書のい

くつかの箇所の翻訳を再開しました。この仕事を彼は勤勉に午後４時か

５時まで ［日本語］教師と取り組み、残りの時間は居留地内を散歩した

り、家で友人たちとの交わりを楽しんだりしました。これが、今我々が

語っている時期における彼の日々の生活の様子で、間違いなくこのよう

な生活は彼の日本での働きを終えるまで続いたのです。博士の物静かな

エネルギー、節度のある生活、規則正しさ、機敏さ、几帳面で勤勉な態

度が、自らに課せられた仕事を完成させることを可能にしました。医

療の仕事の他に、 博士は旧約新約聖書を最初から最後までの翻訳を分担

し、その上に、新約聖書の一部及び聖書全体のローマ字版を作成する作

業の多くを担当しました。博士は自身による日本語辞書を４版出版し、

そして彼の聖書辞書も出版しました。更に便利なトラクトやリーフレッ

ト数種をも刊行しました。日々の生活は、既に描いたような様子でした。

博士の信仰生活も規則正しく途切れることがありませんでした。彼は積

極的に横浜で英語の礼拝ができる場所を設け、現在のユニオン・チャー

04-ヘボン.indd   58 2009/06/12   8:52:58



59

J. C. ヘボン伝

チが今のように組織される以前の数年間そのような場所を保ち続けまし

た。安息日には、教会に毎週出席しました。家では、家庭礼拝を守って

いました。毎週の祈祷会と毎月のコンサートはしばしば彼の家で開か

れ、たびたび彼が会を敬虔に、 献身的に進行し、 参加者の啓発を促しま

した。博士は強調するよりも悔悟の気持ちで話しました。感情の高まり

を見せたことはなく、激しい態度も見せず、いつも厳粛で物静かで落ち

着いて、穏やかで、全ての宗教的日課において深く真面目な態度を取っ

ていました。彼の専門的な働きや執筆活動による大きな成果の他にも、

仕事への博士の生涯にわたる献身的な姿勢を表す不朽の記念碑がありま

す。東京の明治学院には１つの住宅とヘボン館がありますが、これは彼

の出版物で得た収益が如何に利己的でない形で費やされたかを示してい

ます。横浜にある指路教会は日本で最も高価で価値のある教会堂を有す

る教会の１つですが、獲得された土地も、建てられた会堂も彼の尽力に

よるものでした。これら全ての建物は彼の寛大さと行動力を示す記念碑

として長く残るでしょう。しかし、特に彼の仕事に適したその人柄は、

建物よりも長らえて、これから来る時代に書かれる歴史において一層輝

きを増すことでしょう。

　もし私が、彼のキリスト者としての最も著しい特徴を挙げろと言われ

たら、彼の柔和で揺らぎのない信仰を述べることを躊躇しません。この

信仰が彼の行いや生き様を可能にしました。よく彼は口にするのです

が、95 歳になる今に至るまで辛抱強く希望を持ち、救い主が来られて

彼を天国にある家に呼んでくれることを待ち望みながら、生きてくるこ

とができたのです。日本の教会で記念日に話された奨励は、とてもよく

知られている使徒の御言葉「わたしの愛する兄弟たち、こういうわけで

すから、動かされないようにしっかり立ち、主の業に常に励みなさい。

主に結ばれているならば自分たちの苦労が決して無駄にはならないこと

を、あなたがたは知っているはずです」（６）と共に、後に海を越えて伝

えられました。全ての教会がこの奨励を心に留めるようにと願います。
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訳注

（１）チャールズ一世（注２参照）の長男でピューリタン革命時はオランダに避

難していたが、クロムウェルの死後 1660 年イングランド王位に就いた。在位

1660 年から 1685 年まで。

（２）イングランド国王チャールズ一世は 1625 年から 1649 年まで王位に就いて

いたが、ピューリタン弾圧など圧政を行ったのでイングランド各地で反乱が

起き（ピューリタン革命）、1948 年反国王派との対立に敗れ、翌年公開処刑

された。

（３）現タイ王国

（４）現ジャカルタ

（５）ヘボン夫妻はニューヨーク滞在中、３人の子どもが生れたが、いずれも赤

痢などの病気にかかり、3人とも 5歳、2歳、1歳で他界している。（W.E. グ

リフィス著、佐々木晃訳『ヘボン　同時代人の見た』教文館、74 頁）

（６）コリントの信徒への手紙第一 15 章 58 節
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ジェームス・H・バラ著　
辻　直人訳　

回　想

　1909 年の軽井沢における宣教師協議会年次総会のための原稿あるい

は講演として割り当てられた主題は「回想」ということでしたが、余り

に主題が漠然としていることを残念に思っています。ある特定の主題に

ついて想定する必要があります。この題では余りに一般的ですので、全

くの個人的な話でまとめていくのが、おそらく１つの案でしょう。私の

心には、異教徒に対する使徒の働きについて、また使徒たちが自らの召

命をどうとらえてきたかについて考えてみたいという気持ちがありま

す。聖書における彼らの言葉には、私自身が宣教師になる召命を受けた

時の気持ちや望み、この仕事に就くという栄誉や特権への思い、そして

大きな責任をとても担えきれない自分の力不足といった心情がよく表現

されています。

　２つの聖書箇所で、これらの見方が表現されています。その１つが第

一テモテ１章 12 節「わたしを強くしてくださった、わたしたちの主キ

リスト・イエスに感謝しています。この方が、わたしを忠実な者とみな

して務めに就かせてくださったからです」。そしてもう１つ、エフェソ

３章８節「この恵みは、聖なる者たちすべての中で最もつまらない者で

あるわたしに与えられました。私はこの恵みにより、キリストの計り知

れない富について、異邦人に福音を告げ知らせており…」。このように、

使徒たちは自分に委ねられた期待の大きさと、その期待を十分に成し遂

げられないという自らの不十分さ、更には彼らに使命を委ねた崇高な根

源的存在を感じていました。このような認識はどれも、私自身が宣教師
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として召命を受けた時の気持ちに当てはまるもので、私は喜んで日本と

いう国に、キリストの福音という尽きることのない富を分配する人にな

りたいと思ったのでした。

　私の回心は、異教徒たちに接した偉大な使徒たちの経験からは程遠い

ものでしたが、人間の営みの孤独さや自立性を際立たせるものでした。

それは安息日の午後、1849 年の夏の日に、線路の上を歩いている時に

起こりました。当時私は、私の雇い主（１）の３歳になる娘さんリビー ･

コウ ･テン ･アイクが亡くなったことに遭遇していたのです。このよう

な不本意な生涯を目の当たりして、その時私は 17 歳でしたが、真剣に

死にたいと思うようになりました。でも、私は死に対して自分が何も準

備していないことに気付きませんでした。私は長老派の厳格な家庭で育

ち、知る限りの表面的な倫理悪や違反をしたこともありませんでした

が、にも関わらず天の御国に入るためには生まれ変わって新しい命を得

る必要があることさえ知らなかったのです。この時、私は『クリスチ

ャン・インテリジェンサー』に載っていたコラムを読みました。それは、

ある家族が全員『バクスターの回心していない人への呼びかけ』（２）とい

う小さな本を読んで回心したというお話でした。私は回心とはどんなも

のなのだろうか、と疑問に思いました。そのような単語は聞いたことも

なかったし、心に思い浮かんだこともありませんでした。正にその時私

は６～８マイル離れた自宅を訪れて、妹マーガレットの机の上にその小

本が置いてあるのを見つけたのです。その本には、私たち家族と親しく

していた人、かつて祖父家族の召使をしていていた人で、その後ニュー

ヨーク市でまじめなクリスチャンの御者になったロビン・アームストロ

ングという人からのプレゼントと書かれてありました。本の冒頭に、エ

ゼキエル書 33 章 11 節「彼らに言いなさい。わたしは生きている、と主

なる神は言われる。わたしは悪人が死ぬのを喜ばない。むしろ、悪人が

その道から立ち帰って生きることを喜ぶ。立ち帰れ、立ち帰れ、お前た

ちの悪しき道から。イスラエルの家よ、どうしてお前たちは死んでよい

回　想
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のだろうか」に関する解説が書かれていました。 この箇所は、私の死

にたいと言う心境とは正反対の内容で、神からの私への個人的で間違い

のない呼びかけに聞こえました。その本のまえがきと序章を読むとすぐ

に、慈悲深い神は私の目を見開かせて、如何に私が失われた存在で、生

まれ変わっていない存在であるかを気付かせてくださいました。もし私

の願いが聞き入れられていたなら、とっくに「苦痛で天に目を上げ」て

いたことでしょう。私は何年か前に犯してすっかり忘れていた罪をはっ

きりと思い出し、まるで保安官であるかのように正義を振りかざして、

パウロのようにこう言ったのでした、「律法が『むさぼるな』と言わな

かったら、わたしはむさぼりを知らなかったでしょう」（３）！はっきりと

罪を自覚した私は、どちらの方向へ助けや援助を求めればいいのか分か

りませんでした。私の悔い改めの感情は自然に寡黙になっていき、誰の

もとへ行けばいいのか、誰を信頼すればいいのか、分からなかったので

す。この時、ある言葉が聞こえてきて、私の記憶に残りました。それは

まるで天からの声が私の魂に響いたかのような、奇妙な出来事でした。

「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ま

せてあげよう」。この声がとても力強く聞こえ、私は自問しました。「こ

れは聖書の言葉だろうか？」すると記憶が蘇り「マタイ 11 章 28 節だ」

と気付きました。私は福音に立ち帰り、そこに喜びを見出しました。そ

して、私の魂へ主イエスから直接語られたメッセージであると思うよう

になりました。しかし、魂に敵対する考えはいつでも攻撃の手を緩めま

せん。イエスのもとに行くことはイエスに祈ることであり、神に祈りで

呼びかけるのです。他の何者でもなく、神にのみ祈ることが正しく理に

かなったことなのだろうか？イエスは本当に神の子で、イエスに祈るの

は正しいのか？これこそが、私にとって、今までに神学上でぶつかった

問題で最大唯一の難問でした。私はどのように解決したのか？赦されて

いない罪の重荷で押しつぶされ、キリストによって神の御許に招かれる

―私は何をすべきなのか？私は最初、神が与えた全ての証言、すなわち
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彼の独り子について、主の誕生、主の洗礼、主の宣教、そして神が主を

死からよみがえらせ天における神の右の座で主に与えた力についての証

言を熟慮してみました。これら全ての考察を経て、もしキリストが神で

なかったとしたら、彼を崇めるのは間違いであり、そうしたところで私

が責められるのではない、という結論に達しました。神自身が責められ

るべきなのです。何故なら、神はキリストの神性についていくつもの証

拠を示されており、私は神の命ずるとおりに信じたのですから。そこで

私は熱心に主キリストの名を呼び求めました。しかし、休ませてくれる

という約束は一日経っても一週間経っても、一ヶ月経っても叶いません

でした。三ヶ月が過ぎ、読んでは祈りつつ、あの「小さな本」を、特に

巻末の結論部を私は何度も読み返しながら、前に述べた日曜の午後まで

過ぎていきました。本を読み祈りながら私は線路の上を歩いていると、

構脚橋のところまでやってきました。3,40 フィートの高さで、枕木を踏

みながら渡っていきました。その時、私の心にある疑問が浮かんでき

ました。「もしこの下の峡谷と流れの中に落ちたら、どこに行くのだろ

う？」 すると、正反対のことを言うことを全く許さないほどの力のこも

った答えが返ってきたのでした。すなわち「地獄へ落ちる！」と聞こえ

たのです。私は余りの興奮で、実際に橋にたどり着く前に足を踏み外し

てよろめき、帽子を土手に落としてしまいました。私は急いで帽子を拾

い上げ、私自身が落ちなかったことを心から神に感謝しました。私は慎

重に橋を渡り、再び主に感謝をしました。罪は私にとても重くのしかか

ってきていましたし、約束された救いは未だに程遠く思えていたので、

私は、バクスターの好きな表現を用いるとすれば「今かあるいは絶対に

ないか」のように感じていました。そして、熟慮した結果、もう一度祈

って、それでもしキリストが今私を救ってくださらないのなら、私には

助けは来ない、私は永遠に迷い出た存在なのだろう、という考えにいた

りました。主要道路にたどり着くために橋を渡って近道をし終えるまで

あと少しでした。私は線路から道路へ入り、サファーンズへ行く途中で

回　想
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した。そこで、私は橋の下に降り、私の創造者以外には誰も私に目を留

めない場所で祈り始めました。どのようにあるいは何をすればいいのか

よく分からなかったのですが、しかし、私は肩から罪という重荷が落ち

ていくのを感じ始めました。私の魂は喜びで満たされ、これ以上求め続

ける必要もなく、ただただ「私は主を見つけた！主を見つけた！主を見

つけた！」と叫びました。こうして私の祈りも終わったのです。しばら

くして、私は「おや、これは奇妙だ。これは単なる心酔か間違いではな

いのか。もっと祈った方がいいのではないか」と考えました。私は長い

こと祈りました。兄弟姉妹８人の名前を１人１人思い出しながら。いと

こや他の親族についても同様にしました。このようなことを意識的にし

たのは初めてでした。そして「おや、これは奇妙だ。自分自身について

は一言も祈らなかった。」ということに気付きました。そして、ある考

えが心に沸き起こりました。「あぁその通りだ。私は生まれ変わった。

今や私は罪から解放され、人々が赦され救われるためのお手伝いをする

自由を手にしたのだ」。

   私が宣教師の働きという召命を受けたのはこの出来事と似たような感

じで、そんなに時間をおかないうちに起こりました。その出来事が起き

た日を確定できることを嬉しく思います。それは 1909 年の『ミッショ

ナリー ･レヴュー』６月号に載っていた「ジョン ･スキューダー博士と

その末裔」の話を読んでいる時でした。これは７人の息子たちの話で、

彼らは全員インドの宣教師となるのですが、その話の中にはサミュエル

という息子の亡くなった日にちについても書かれてあります。このサミ

ュエルもいずれ宣教活動に出るために準備をしながら勉強を続けていた

ところでした。彼は 1846 年 11 月 16 日に亡くなりました。私が宣教師

になるという召命を個人的に最初に受けたのは、『クリスチャン ･イン

テリジェンサー』に載っていたサミュエル・スキューダーの死亡記事を

読んでいる時でした。私の考えでは、その死亡記事はマンシアス・H・

ハットン博士（現在の米国改革教会伝道局局長であるマンシアス・H・
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ハットン博士の父）によって書かれたものと思われます。 その記事は 

「一体誰が彼の意思を継ぐのであろうか？」と締めくくられていました。

私の心は、全ての思いをこめて激しく応えました、「私です、主よ、私

が受け継ぎます」。 私は宣教についてはギュツラフの中国伝道の話を 

『クリスチャン・インテリジェンサー』で読んで以来、早い時期から関

心を持っていました。私は弟のジョンと共に、誕生以来母によって与え

られていた大義（母はそのことを特に公言はしてきませんでしたが）に

身をささげるものと思い込んでいました。母はかつてヒンズー教徒に伝

道した初期の宣教師ジェイン・ホチキスについて語ったことがあり、そ

のことから母の気持ちを推測していました。この宣教師は母の友達で、

一緒にインドに行こうと熱心に誘った人でした。しかし母は彼女に「い

いえ、私は結婚するわ。そして宣教師を育てるの」と答えたのです。母

の予言は実現し一時に４人もの子どもが日本に来日しました。みんなが

力を合われば、外国人宣教師の一世紀分の活動を凌駕するほどです。私

は明の星宣教団に対する最初の出資者でもあり、ボストンにあるアメリ

カン ･ボードにも給料の 10 分の１を毎月献金していました。サミュエ

ル ･スキューダーの後継者となるという私の召命が実現するのは数年

後、ニューヨーク州ハーヴァーストローにおいてでした。ここで、私は

神にささげられた人である宣教師のアマサ ･S・フリーマンの集会に参

加しました。この頃の私はアメリカ・トラクト協会の発行するトラクト

や本、例えばリー・リッチモンドの『貧者の１年』などを買っては啓発

されるという日々でした。その時私は、インド・マドラスの宣教師ジ

ョン・スキューダー医学博士によるトラクト『働き手の不足による収穫

の消滅』に心囚われました。私は、この人物はサミュエル・スキューダ

ーの父に違いないと気付き、さっそくそのトラクトを買って読んでみま

した。私は強い衝撃を受け、当時、私は自分にとって最初であり敬愛す

る雇い主から、共同で事業をしようと誘われていたのですが、ビジネス

･マンとして成功するという計画はあきらめなくてはならなくなりまし
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た。私は事業への思いを断ち切り、私自身を神に仕える宣教師として差

し出さねばならないと感じました。これはある夜、乾物の箱を貯蔵して

おく小屋で本当に起きたことで、私はスキューダー博士の本のカバーに

自分の決意を書きとめました。この時は、大学教育を受けて福音を伝え

る使者になるべきかどうか、まだよく分かりませんでした。私はただ、

死にかけた異教徒たちを救うために働きたいと考えていました。でも、

どのようにすればよいかは、全く分からなかったのです。私はフリーマ

ン博士の牧会するハーヴァーストローの長老中央教会に集うことで、こ

の決意を実現する最初の一歩を踏み出すことができました。その数ヶ月

後、私は教会籍をコルネリウス・ブロヴェルトが牧するスクラーレンバ

ーグの改革教会に移し、ニュージャージー州ニュー・ダーラムに住む 

W.V.V. マーボン博士のお世話で、大学に入る準備ができました。私が

ラトガース大学に入学したのが 1853 年（４）で卒業は 1857 年です。ニュ

ーブランズウィック神学校を卒業したのは 1860 年でした。同じ年に私

は、愛する級友レナード・W・キップとアモイ宣教師としての任命を受

けました。しかしあるきっかけにより、それが神意によることは明らか

ですが、派遣が１年ほど延期されることにはなったものの、私の予定さ

れていた派遣先は中国から日本へと変更になったのです。この話は、と

ても自然な形で進んでいきました。私はこのことが神の摂理によるもの

と信じています。大学の課程に在学している間、まだ日本に宣教師が送

られるずっと以前のこと、私はタルボット・M・ワッツ医学博士の書いた、

日本人の歴史に関する小さな本（５）を読みました。この本を読み終わっ

て、「この国が、私の学びが終わった頃に開国してくれたら素敵ではな

いか！」と思いました。この時、私の願いは明確な表現によって明らか

になったのです。そして数年後、なんと驚いたことにニューヨークにあ

る我々のボードから日本への宣教師募集があったのでした。ボードから

の呼びかけは東洋にいた３人の違う教派の宣教師たちからの要望による

もので、彼らはかつて長崎にいたオランダ代表団の記録を読んで、オラ
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ンダ［改革］教会に、日本にミッションを作るよう呼びかけたのです。

この呼びかけに教派として応えることとなり、特に私の神学校のクラス

のうち何人かが強くこの話に心をかきたてられました。我々は自発的に

関わる準備はできていました。しかし、まだ学科課程の中途にいたため

に私たちは待ちました。一方で、宣教師になる求めは最も満足のいく形

でブラウン、フルベッキ、シモンズの諸氏が応じることになりました。

ブラウン博士が日本への出発直前に神学校を訪れて学生たちに講演した

際、私は率直に私たちも既に身をささげる準備ができていると伝えまし

た。彼は 「失望する必要はない。私はあなたに場所を提供するつもりだ」

と答えました。今となってはミッションが十分に整えられて結局は実現

したのですが、この時の博士の答えは、親切にも私の希望が［すぐに］

実現する望みは少ししかなかったことを示していました。延期される時

期が延びるほど、日本への思いは強くなっていきました。私が中国をた

めらう要因は２つあります。１つは、中国語の発音を聞き分けるだけの

音楽的な才能がなかったこと、２つ目は、暑い気候に耐えられなかった

ことです。これらの困難が日本へ行く上でも立ちふさがりました。しか

し、これらが決め手ではなかったのです。何故だか私にもよく分かりま

せん。私の最も親しくしていた友人はその時中国にいました。しかし私

は日本に行きたいと言う願いを抱きました。決断に達したのは 1861 年

の新年になる前のことでした。いつも惜しみなく私へ援助をくださるハ

ーヴァーストローのフリーマン博士を訪ねた際、博士の励ましによって

益々宣教の地へ行く思いが強められたので、ニューヨークの局長を訪

ね、もし私を宣教師として派遣していただけるのであれば、来年行かせ

てほしいと伝えました。局長は、私の要求はかなえられるだろうと述べ

て私を安心させました。その後私はキップ兄のところへ出発の見込みに

ついて相談しに行ったのですが、その夜のうちに家に帰ることができな

くなってしまいました。翌日家に帰る時に、私はフェリーで局長に出会

ったのですが、彼は嬉しそうな顔をして、私にニュースがあると言いな
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がら迎え入れました。何のことかと尋ねると、「あなたは日本に変更に

なったよ！」と答えたのです。私はほとんど気を失いそうになりました

が、どうにか言いました「私が心配していたせいで、そう決まったので

なければいいのですが」。彼は「いやいや、全く関係ないよ」、そう答え

ながら列車に急いで乗り込みました。私は深く瞑想しつつ家に帰ったの

ですが、私は全くこの事実を理解することができませんでした。母にこ

の話をしたら、母は残念そうな様子をしました。何故なら、私の友人は

全て中国にいて日本には誰１人いなかったからです。私は答えました

「ねえ、お母さん、僕は友達のために宣教に行くんじゃないよ。それが

目的なら、僕は出かけない。僕は自分が何か成し遂げることのできる場

所に行きたいんだ」。私の反応を聞いて、母は反論するのを控えたよう

に見えました。私は急いで自分の部屋に入り、聖書を開きました。すると、

使徒言行録 26 章 17 節から 18 節「わたしは、あなたをこの民と異邦人

の中から救い出し、彼らのもとに遣わす。それは、彼らの目を開いて、

闇から光に、サタンの支配から神に立ち帰らせ、こうして彼らがわたし

への信仰によって、罪の赦しを得、聖なる者とされた人々と共に恵みの

分け前にあずかるようになるためである」という箇所が私の目に入って

きました。迫害を続けるサウロに現れてご自身の指令（イザヤ 43 章６

～７節）をお与えになったように、私も同じように命じられたのですが、

私はその主をどうして疑うことができましょうか。私は頭を下げて、感

謝を持って主を崇めました。

　そして今、約 50 年がたって、この記録を書いていることが不思議に

思えないでしょうか？あぁ、私は心から謙遜したいと思います！任務は

不十分にしかなしえませんでした。主が私に示してくださった高貴な特

権と助けをくださる保証に対して、どれほど私は不相応な者だったでし

ょう！私はキリストの計り知れない富の不信仰な管理人でした。私は数

人の魂に福音を述べ伝えてきましたが、私には栄光も何もありません。

何か成功したことがあったとすれば、それは神を信じる人たちや仕える
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人たちの祈りと希望と期待に主が応えてくださった恵みに他なりませ

ん。私は、自分を楽しませてくれた高貴な望みを考えてみる時、謙虚な

気持ちになります。というのも、その望みを私に抱かせたのは、大学や

神学校の教授たち、本土や宣教地にいる聖職者の仲間たち、選ばれた女

性宣教師たちの心でした。なんという軍勢なのでしょう！それは日本人

も外国人もいます！逆に、私はなんて不相応で深く恩義を負わされた者

なのでしょう！主よ、全てを理解することはできないのですが、あなた

はどうしてそんなにまで恵み深く忍耐と愛を示されるのですか？あなた

の忠実なしもべであるパウロが、自分自身の魂に対して、更には高きも

低きも全ての人類に対して投げかけられた呪いの言葉「主を愛さない者

は、神から見捨てられるがいい。マラナ・タ（主よ、来てください）」（６）

を私が受け入れることができますように。ある有能な牧師、私はその人

と一緒に数年間住んだことがあるのですが、ジェームス・ローメイン牧

師が亡くなる際にこんな約束をしてくれました。「もしも死んだ者の魂

が生きている人と共にいることが許されるのなら、私はあなたを守る天

使になりましょう」。私はこの約束を忘れたことがありません。そして、

私はいつもハッケンサックにある彼の墓を訪れては、彼が示してくれた

信仰と、手本となる姿を神に感謝するのです。彼の墓石には、彼の最後

の説教からの引用である「30 年も私は神聖な神の福音を語ることが許

されてきました。それで十分です ! それで十分です !」という言葉が刻

まれています。

　即座に［日本へ］出発しなければいけなかったため、急いで私はヴァ

ージニア州を訪れて親族や友人たちにお別れをしました。そこで、私は

ある若いヴァージニアの少女とロマンティックな出会いをすることにな

りました。それが数ヶ月後に私の妻になる人です（７）。２週間後の 1861

年６月１日、私たちは上海へ向けて、「キャセイ」という優れた船に乗

って出航しました。航海、到着、その後数年間に起こった様々な出来事

については、私の妻が書いた『古き日本の瞥見』に書かれています。こ
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の本では日本で最初のプロテスタント信者となった矢野隆（８）の洗礼に

ついても触れられています。日本で最初のキリスト教会が組織されたの

は 1872 年３月 10 日ですが、土地の取得及びその場所に会堂を建築した

ことと同様、この件については既に多く語られていることですので、こ

こではこれ以上触れません。

　現時点においては、１点のみを強調するのが重要です。つまり日本基

督一致教会を作るための諸教派協力の起源及び目的はここにあったので

す。このことを強調したのは、 ［超数派による一致協力という］ 誠実 ［な

行い］を時代を超えて貫いていくことが重要だからであり、最近言い出

されたことでも、日本だけに限られた話でもありません。共通した教会

を立て上げるためにミッションが協力することは、私の知る限りにおい

てですが、中国のアモイにおける２つのミッションの調和のとれた行動

に端を発しています。その２つのミッションとは、アメリカ改革教会と

英国長老教会のことで、２つは同じ地域にありました。最初から、この

２つのミッションは別々の教会に集まってはいましたが、「大会」と呼

ばれる共同の集会において１つになりました。宣教師は教会のメンバー

ではありませんが、長老会の顧問として、彼らと同じ権限を持って参加

していました。

　あるミッション・ボードは、宣教師たちをそれぞれの教会ごとに分断

し、本土の教会籍に登録しようと強いてきました。しかしながら、宣教

師たちはこれらの指図を実行することを拒み、登録も拒否しました。こ

のことから、賢明にも、これらの指図を実行するかどうかは宣教師の裁

量に任せるべきだと決められたのでした。この中国における［宣教］協

力に関する例は、日本でも同じことを示唆しています。［オランダ］改

革教会のメンバーと米国長老教会のメンバーは共に、長老制の形態によ

る１つの日本教会を作るべきだということに同意しました。この同意は

初めからずっと続いてきました。いくつかの教会や１つの長老会がこの

計画の下で組織された後に、あるミッション・ボードがこの同意を破棄
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して、日本の教会の一部を本土のボードに属す教会と登録しようとしま

した。しばらくの間は、実際教派ごとに分断されている状態でしたが、

この動きに疑問を持っていたミッションのメンバーの多くによって考え

直されて、新たに合同した教会はしばらくの間、日本基督一致教会と呼

ばれました。他のミッションも、次々とこの合同に加わり、本国の７教

会を代表するミッションが宣教師協議会として協力しあい、日本に１つ

の基督教会を立ち上げるために共に働いています。日本に強力な１つの

教会を立て上げるための合同は、他の関連あるミッションに彼ら自身の

信仰とその他の者たちの信仰による教会を作るための連合組織を形成す

る方向へと促しました。監督教会、メソジスト、組合派、バプテストと

いった様々なミッションが、日本でそれぞれ彼ら独自の組織として立ち

上がってきました。このような活動の合同や連合の結果として、５つの

プロテスタント団体がこの国の全てのプロテスタント教会を包含するの

に十分であることが望まれます。仕事の分割や職務の効率性から見て、

この数は「神の右手の 5本指」と適切に呼ばれています。より崇高で完

璧な統合が、宣教師たちや日本における最初のキリストの体に連なる

人々によって最初のうちから熟慮され熱烈に求められていたことは否定

できません。その実現は、いかなる信仰の本質を曲げることなく、また

教会機構を変更することなく、実現可能であると信じられてきました。

その望みは現在に至るまで実現が遅れましたが、聖霊の大々的な出現と

キリストが人格を持ってに現れたことにより、確実に実現することにな

ったのです。キリストは「すべてのものの頭として教会に与えられまし

た。教会はキリストの体であり、すべてにおいてすべてを満たしている

方の満ちておられる場所です」（９）。「主なるわたしは、時が来れば速や

かに行う」（イザヤ 60 章 22 節）。
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訳注

（１）貧しい境遇だった J.H. バラは、10 代の頃から店などで働きつつ既に学校に

通った。当時の雇い主は J・ウェスレー・テン・アイク。詳しくは井上平三郎『濱

のともしび』キリスト新聞社、1983 年、61 ～ 62 頁参照。

（２）井上平三郎『濱のともしび』62 頁では、同書と思われるBaxter’s Call とい

う本が『バクスターの召命』と訳されている。しかし、この回想録では書名

がBaxter’s Call to the Unconveted となっている。残念ながら訳者はこの原

書について未見であるが、前後の文脈から推察すると「召命」と訳すよりも、

「回心していない人への呼びかけ」と解釈する方が自然と思われるので、今回

はこのように訳した。

（３）ローマの信徒への手紙７章７節

（４）原文では 1853 年となっているが、 1852 年の誤り。 井上平三郎『濱のとも

しび』67 頁。中島耕二・辻直人・大西晴樹『長老・改革教会来日宣教師事典』

新教出版社、2003 年、199 頁。

（５）井上平三郎『濱のともしび』70 頁によれば、同書は『日本のスケッチ』と

いう題であったとされる。

（６）コリントの信徒への手紙一 16 章 22 節

（７）すなわち、マーガレット・テイト・キニアのこと。

（８）本名は矢野元隆（もとたか）。日本初のプロテスタント信者。玄隆または隆

山とも呼ばれる。この回想録によれば、バラ自身は彼のことを矢野隆（りゅう）

と呼んでいたようだ。亡くなる１月前の 1865 年 11 月に、ヘボン立会いのも

とバラより受洗した。

（９）エフェソの信徒への手紙１章 22 節～ 23 節



74

あとがき

　本書は宣教師ジェームス・L・アメルマンによるアメリカ・オラン

ダ改革教会の日本宣教報告『日本宣教の概観』（Sketch of the Japan 

Mission）と、1909 年に軽井沢で開かれた宣教師協議会での講演をもと

に編集された『宣教師小伝』（Biographical Sketches）の翻訳である。

　アメルマンの宣教報告『日本宣教の概観』は、恐らく本邦初の翻訳で

ある。これは本土の教会に向けて日本の宣教状況を報告し、更なる献金

や援助を要請するための文書と考えられる。同じ内容でオランダ語によ

るSchets der Japan-Zending も存在する。恐らくオランダ改革教会に

は、オランダ移民で英語が不自由な教会員もいたのであろう。彼らにも

日本の現状を理解してもらうために、このようなオランダ語版も出され

たと推測できる。なおオランダ語版は、アルバータス・ピータース（A. 

Pieters）による翻訳である。

　個人的な話だが、この史料との出会いについて記しておきたい。この

史料のことは、私が中島耕二氏、大西晴樹氏と『長老・改革教会来日宣

教師事典』（新教出版社、 2003年）を刊行するための準備をしている時に、

調査によって存在を知った。同書で私はオランダ改革教会宣教師たちの

小伝を担当し、アメルマンもその中の１人だった。アメルマンは日本の

神学教育や教会及び明治学院の発展において重要な人物の 1人であるに

も関わらず、研究自体がほとんどない。彼の著作については井深梶之助

によって多数翻訳されてはいるものの、それらは全て東京一致神学校時

代か明治学院神学部時代に書かれた神学教科書で、それ以外の著作は全

く注目されてこなかった。この史料はアメルマンにしてみれば神学書以

外の珍しい著作であったので、私は是非一度目にしてみたいと長らく思

っていた。しかし、日本で唯一所蔵している同志社大学人文科学研究所
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に問い合わせてみたものの、史料が古い上に装丁がしっかりしていない

という理由で館外貸出しができない状態だった。あいにく、当時は京都

に史料を見に行く時間も作れなかったために、結局『宣教師事典』はこ

の史料を未見のまま書くことになったのである。

　そんな心残りをいつかは果たそうと思い続け、遂に 2005 年、歴史資

料館の史料調査旅行で播本館長（当時）、職員の原さんと３人で京都に

行くチャンスがめぐってきた。私たちは同志社大学を訪れて、念願の史

料を直に見る機会に恵まれたのだ。書庫の奥から史料を出していただい

た時は、遂に宝を見付けたかのような気分になった。

　出てきた史料は、聞いていたとおり装丁が弱く慎重に扱わなくてはな

らないために、コピーはできないとのことだった。その時は、史料を撮

影できるようなデジカメも持ち合わせていなかった。でも、せっかく目

の前に出てきた史料を逃すわけにはいかないと「歴史家」根性に火が

つき、 原さんにも手伝ってもらって史料を手で書き写していくことにし

た。20 頁ほどの小さな本ではあるが、流石に書き写すとなると２人が

かりでもかなり時間がかかる。大の大人が２人で一生懸命にノートに史

料を書き写している様子を見るに見かねてか、司書の方が、特殊な複写

機（上から史料を写して撮影するタイプの複写機）を使って全頁コピー

してよいと許可してくださった。この時の措置に対して、改めて同志社

大学人文科学研究所に謝辞を申し述べたい。

　こうしてようやく私たちはこの史料を手にすることができたのであ

る。今でも、史料を途中まで手書きしたノートが手許に残っているが、

それを見るたびに、あの時の苦労が昨日のことのように思い出される。

その時以来、いずれこの貴重な史料を翻訳し発表しようという話が持ち

上がっていた。しかし、翻訳作業というものは中々の曲者で、始めてみ

てもうまい具合に進まず、予想以上の時間がかかってしまった。今回、

こうして長年の念願をようやく果たすことができ、胸をなでおろしてい

る。
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　アメルマンの『日本宣教の概観』は表紙や本文末にもあるように、

1889（明治 22）年にニューヨークのアメリカ改革教会海外伝道局が出

版したものである。当時アメルマンは来日 13 年目で、明治学院神学部

教授を務めていた。この史料では、アメリカ改革教会の立場から見た日

本の宣教状況や宣教協力の様子が描かれており、当時の宣教師が担って

いた宣教、教育、翻訳出版といった活動領域と内容を確認することがで

きる。内容としては、宣教師たちが直面していた宣教の難しさを想像

させる内容も含まれているものの、 全体を通して希望的な論調が目に付

く。本土への支援要請のためという理由を考えれば、当然のことであろ

う。例えば、人数や教会数を具体的に示して活動の順調な成長を強調し

ている点や、日本人信徒や牧師たちとの協力が功を奏していると説明し

ている点などを挙げて、日本での宣教活動の様子を前向きに描こうとし

ている特徴があると言える。活動が全国展開していくことに伴う困難

（長崎や盛岡の活動が全体の動きから独立して地域限定の活動に変化し

ていく様子など）も触れられてはいるが、それも活動の拡大に伴う人材

不足といった、嬉しい悲鳴のように聞こえる。

　また、米国改革教会の立場として特に強調されているのは、教派合同

に関する記述であろう。これは後述の『宣教師小伝』でも触れられてい

る話だが、教派を超えた一致教会を作っていくのは改革教会の念願であ

り、組合教会との合同も積極的に推し進めていた様子が伺える。

　このように、全体的に積極的な評価で語られている点は多少差し引い

て考えなければならないが、オランダ改革教会の活動を広く概観してい

る叙述は、同教会の初期活動を研究する上では今後欠かせない史料であ

ることは間違いない。

　明治学院の創設期の記事も貴重な内容となっている。当初は邦語神学

部の他に英語による教授を行っていた課程があったが、それを３年経っ

て検討した結果後者を廃止した点など、当事者でしか分からない内容が

含まれている。
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　もう１冊の『宣教師小伝』は、ちょうど 100 年前の 1909 年に、軽井

沢で開かれた宣教師協議会の席上で開かれた講演を基にしてまとめられ

たもので、フルベッキ、S.R. ブラウン、ヘボンといった先人たちの業績

を回顧した人物伝と、J.H. バラ自身が自らの宣教師人生を振り返った回

想の４つの話で構成されている。これらの小伝は既に先行研究でもたび

たび紹介されてはきたものの、部分的にしか扱われてこなかった。今回

は全文を紹介しているので、改めて各宣教師の生涯や働きに対して、新

たな面を見出せるのではないかと思う。

　どうしてもこの手の回想録は、先人のことを顕彰する目的が強い点は

否定できない。しかし、宣教師協議会という超教派の集会で、特に教派

の垣根をなくそうとしていた長老・改革教会の宣教師たちが、先人の功

績を肯定的に受け止めて今後の活動に弾みをつけたいという思いも強か

ったであろう。また、近くで共に行動を一にしていた者だからこそ語れ

る事柄も多く含まれており、通常は知りえないようなエピソードや、そ

れを通して見えてくる人柄に触れることができるのは、同時代の人物に

よる回想ならではの魅力がある。つまり、これらの小伝は血の通った生

身の宣教師像を浮かび上がらせ、人間的な理解を促すことにもなるので、

この点で貴重と言える。

　フルベッキの小伝では、後半部分でワイコフが先輩宣教師との私的な

交流を通じて感じたことを語っている。家族の話を紹介しているくだり

は、公的な宣教師としての、あるいはお雇い教師の立場を離れて 1人

の父親としての姿が描かれていて、 人間味を感じさせるエピソードであ

る。

　トーマス・C・ウィンによる S.R. ブラウン伝にも、自分の叔父につい

て、近親者だからこそ語れる記述が多数見受けられる。ウィンによるブ

ラウン伝は既に中沢正七編『日本の使徒　トマス・ウィン伝』（長崎書店、

1932 年）にも部分的に紹介されているが、全文を読んでみると、改め

て叔父から受けた影響が如何に大きいかが分かる。
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　ウィンは日本では主として石川県金沢市を中心に伝道活動を展開し、

1883（明治 16）年に男子のための愛真学校を、翌 84 年に金沢教会を設

立した。また、女子教育の必要性を感じて女性宣教師ヘッセルを大阪か

ら呼び寄せ、金沢女学校（現・北陸学院、1885 年設立）を作る道筋を

作った。『東京一致英和学校規則』（1884 年）には、同校のための予備

校を ｢（東京）府下神田区淡路町｣ と「石川県下加州金沢高岡町」の二

箇所設置すると記載されている。すなわち前者は神田予備校で、後者が

愛真学校である。つまり、明治学院に入学するための予備校の１つとし

て愛真学校が位置付いていた。1885 年に愛真学校から北陸英和学校と

改称した後も、明治学院神学部へ進学し牧師になった者もいる。この

ような両校のつながりは、 同じ長老教会ミッションであることは勿論だ

が、宣教師同士のネットワークも協議会等を通して機能していたことを

示していると言えよう。

　ヘボン伝は、後輩宣教師タムソンが実際に来日して近くで直接接した

経験を織り交ぜながら綴られたもので、仲間だからこそ語れる内容を含

んでいる。一漁村だった横浜が段々と発展していく様子が視覚的に綴ら

れている部分は、実に興味深い。そのような急速な発展の中にあって、

ヘボンがじっくりと腰をすえて、キリストから委ねられた使命を全うし

ようと忠実に歩んでいた様子や日常の姿が描かれている部分などは、本

人に肉迫していくようである。

　一方、ジェームス・H・バラの「回想」は、聖書の使徒たちを引き合

いに出しながら、自分の半生を振り返っている点でまた興味深い。特に

青年時代にキリストとの個人的出会いを経験し、宣教師への熱意を掻き

立てられた様子が、バラ特有の感情のこもった表現で綴られている。今

のような交流も情報もない時代に敢えて宣教師として日本へ出向こうと

するには、相当の覚悟と決心がなければならない。この回想では具体的

な場面を紹介しながら、バラ自身の日本宣教への情熱が力強く語られて

いるのが印象的である。
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　こうして４人の小伝を読んでみると、開国間もない頃に危険を承知で

やってきて、人々の信頼を勝ち得ていった彼らの人となりや、まっすぐ

な信仰者としての姿にある種の共感さえ覚える。

　アメルマンの著作はマクロの視点から宣教を概観するものであり、４

人の小伝は個々人の宣教師の活動をミクロの視点から検討するもので、

両者をお読みいただければ、当時の改革・長老教会にまつわる動きを広

く深く理解することができるだろう。

　横浜開港 150 年、ヘボン、ブラウンらによるプロテスタント宣教 150

年の節目の年にこのような資料集を刊行できて、本当にタイムリーだっ

た。本書が、初期宣教師たちの働きを振り返るきっかけとなれば幸いで

ある。不十分な点も多々あるかと思うが、お気づきの点があったらお知

らせ願いたい。

　今回の翻訳編集にあたり、歴史資料館の原豊さん、野田和志さん、小

杉義信さんには大変お世話になった。資料館の皆さんの作業がなければ

完成しなかったであろう。心から感謝申し上げる。また、翻訳作業中数

多くの方から訳語に対するアドバイスをいただいた。 重ねて感謝した

い。

　なお、附録のSketch of Japan Mission については同志社大学人文科

学研究所より、Biographical Sketches については明治学院大学図書館

より、それぞれ掲載の許可をいただいた。

　　　2009 年１月

雪の金沢にて　　　

　　辻　直人　　　





Sketch of the Japan Mission, by
James Lansing Amerman.（復刻）

Biographical Sketches.（復刻）



　凡例

１．この附録の底本は James　Lansing　Amerman,　Sketch　of　the 

Japan Mission（同志社大学人文科学研究所所蔵）とBiographical 

Sketches（明治学院大学図書館所蔵）である。掲載に関しては両所

蔵先より許可をいただいた。

２．内容は原文のまま収録したが、明らかな誤りは以下の通り。

【Sketch of Japan Mission】

92 ページ下から 9行目　in the early days　→　In the early days

101 ページ上から 6行目　Master System　→　Mastery System

【Biographical Sketches】

 《Guido F. Verbeck》

108 ページ下から 11 行目　and and　→　and

110 ページ下から 4行目　themasses　→　the masses

116 ページ上から 6行目　Buntschli’s　→　Bluntschli’s

120 ページ上から 13 行目　wouldrather　→　would rather

《S. R. Brown》

138 ページ下から 1行目   loneliness　→　loveliness

《 J. C. Hepburn》

140 ページ下から 15 行目   Mssion　→　Mission

141 ページ上から 8行目　Yokohama, Here　→　Yokohama. Here

《Reminiscences》

151 ページ上から 17 行目　aud　→　and

156 ページ下から 12 行目　both Japanese and foreign!　→　Both Japanese 

and foreign!

157 ページ上から 6行目　it is enough!　→　It is enough!
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